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1.アカエゾマツ林の成長と土壌条件

1.試験担当者
北海泌支顷林部土嬢研究室長 原 田 洗ほか

2•試験目的
従来トドマツ林の土龄件については,系統だった调壹研究.がおこなわれ,トドマツの道她 

判定技術の肉上【て役立ってきたが,アカエゾマツ林については断片的に!〜2 Q認宜がおこな 

われただけである。アカエゾマツは狼境条件の良好な所に成立したものはトドマツ(て匹験Tる 

よい生長を示し,さらにトドマッにくらべると待・異な裏境条件下に为辭えて生長する木である。

一方,ブカエゾマツ林の土黑にはポドゾル化したものが多い。今後アカエゾマッの攢林面効 

は年々拡大されるものと思われるのでアカエゾマツ林の生長と土壊の諸条件を解明した避堆判 

定の資料を鶴る。•

3. 昭利4 5年度の経過とえられた結果

1. 北見林務器所皆道有:做:おいて,BD型崩離に碱された3 8年生のアカエゾ林と,そ 

れに隣接するトドマツ林を瀉在した〇 4 4年度貌死の4林分(余市,北見,俄淋署昏内ノに 

比し,成斐が良く,むしろトドマツを僅か上・わっていた〇試料分折中

2. 4 4年度满直4林分の試料分析を完了し,とりまと地,林学疝で発表した〇

4. 昭和4 6年度の就験計画

1. 弟子屈署皆内で險をTる。比皈のため例年ど力、リ,近傍根似立均のトト・マッ人工并も剩在 

するが,本年既は土煥に対する皆留を明きらかてするため,それぞれ林令別に戲査林分を選 

ぶ,

2. 4 5年度铝査した北見地区の試料分折を完了し,とりまとめる。



2.トドマツ・エゾマッを主とする天然林施業

1.試典担当者
北海嶺支湯娱 寺端康正ほか

全研究室共同

2•試験目的

1. 稚囲の発生の機作を解明する〇

2. 愈樹の定消に関与する因子を明らかにし,定着方法を琮立する。

3. 林分型ごとの収獲と生長の囲係を辭功し,拍終的には淅伐作業にたいする収録予想表を渦

翌する〇 ' •

4. 伐採と枯損の加係を解明する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

丽劉目標は次の3項目においた

1. 稚菌の発生消長の桜作の塩明

2. 林分型依の収擾予想方法の確立

3. 伐採と枯痂との関係解析

定山溪実吸林 < 天然林>内K 5 0 X 6 0 0 mの带歌皆伐带を作り,この帯の设諜前に必耍と 

思われるすべての調査を行ない,伐採後は上記3項目逹成のための必要な固定胡垸区を多数設 

定した〇

各彈の処理の了でのトト〜ツ稍子の発芽(天然及人工下培)稚苗,稚樹の生畏とこれ【て彩響を 

及ぼす原因,伐採と枯損との街遠などを秘松朔廃中である。

4. 昭和4 6年度の試験計画 ・

实娠及び;阅奁を卷続するが,本年度江とくに保芯の面<病留,風,鳥)から稚苗消失の韻:因

を追及する。

3.ブナ帯の樹種更改技術

1試敝担当者

束北支鶏育林部長 IB 谷 孝 —

" 育林第一研咒室畏 古 川 忠 ほか

" 育林箔二斫究室長 加 註 •亮 助 ほか

" 育林第三研究室長 藤 田 桂 治 はか

2•試験目的
來北地方の知也林(ては老令過熱の広東界天然林が多く,生球カ拘強のためには生長旺盛な度 

艮册芙璃林田慵CS史改をおこ左う必吸がなるが,この地帯では丧繩条件カ:不利で,しかも造林 

康験も乏しい。これらの圖係を究明し,成林の磴哭をはかる必薮がちる。

このため東北!也方のブナ帝上部忙没定した缅洩改試験地なよび各特遣林地の環境,生長麻 

資をわこない,この地帯における沛(3更改の可能性について究明する。

3. 昭和4 5年度の経通とえられた結果

1. ブナ林上郃熨ポドゾル化土坡弛坡の圈琳更改試験 弘前密f内号木山嬉区で実苑,スギ, 

カラマツ,トト•マッを主として,植栽後11年曜,造林木の魏M実態設秃により技おにょ 

るぽ害回避の見とむしがえられつっあり。

2. 川幷羿汶内早•池零山囹瑾更改試狗！呉、Xび久慈署留内安気樹程吏改試豌地,前者では混柩 

カラマツの伐採,整理,後諸•では生艮実如税査を夹拖した,

3. 矢后署當内手代沢就脉更改試願也生長実態囘狂を夷站、カバツ,スギの生長は比仗的 

良好であるが,多也は締加しつつある。

4. 昭和4 5年度の試験計画

1. 岩木山試験堆 .

秋率 枝打(スギ,カラマツ>前年變処理区の浅密韵於 徳肥

2. 早池峯山試駁炮

混仙カラマツ輕理後の林分調表

3. 手代沢試験地

区画整理



4.亜高山地帯およびブナ帯上部における更新技術

1.試験担当者
本場造林部適林科及 柳 沢 聡 您

"土じょう都第一研究室長 松 井 光 瑜 任か

う 〃 第三研究室 宫 川 清

’造林郃造林第一研究室長 坂 上 宰 雄 ほか

ク"植生研究室長 前 田 頑 三 母か

〃防災部気象研究室長 岡 上 正 夫 椎か

ク保茨部樹病研究室炭 小 林 亮 夫 ほか

木曾分場造林研究室長 兵 頭 正 寃 ほか

東比支堤青林部長 山 谷 孝 ・ ・

〇 育林蒂订林第二研究室長 加 蔵 充 助 ほか

ク "育林第三研究室 仙 石 鉄 也

〇 雄営部経営革ー研究室 柳 谷 新 — ほか

" ク黛常笫四確究室 小 岛 忠三偲 ほか

2•試験目的
拡大造林の進展にともない,湖:の伐採利用は急激に奥他,高海抜地に移行し,跡地の更新 

力:問題となる箇所がすこぷる多く,この地域の更新技術の開発が急務とれっている〇また,こ 

の地域の多くは国立公因,国定公園左ど国民の保健休蕤の相として活用されることが多く,そ 

の風致または自然保我と調和した更新技術の確立力唳まれている。

対象地斌は低温,多零左ど気象条件が極めてきびしい上は,土蜿条件も低山地祈とは異った 

懇条件を与えているので,これらの諸喪件の程産と初合せによって婁境区分を行次い,それぞ 

れの支配因子に応じた更新方法を磴泣することを目的とするととも忙.更新方法については如 

商山性針葉樹林の各種伐採方法作龙じた前生推問の消長原因の把撮を行なうとともにブナ林作 

ついては徵気象お、よび耕害の面から桃樹の消失原因を究明して,その確実な更新方法を見出す 

ことを目的とナる。

3.昭和4 5年度2経過とえられた結果

(1) 亜高山带公よび上部ブナ帯に飴ける塚境区分と更新区分方法の調死方法を検的するため, 

前橋営林局坂下営林署部内喰丸むXぴ大芦国有林に集つて現地总讚会を開催して今後の調査 

方法の統一を計るとともに,本地坡に斉いて3】方形区を調査した。さらに本協グループは 

山梨県富士県有林祀好いて3 4方形区を調死した〇

(2) 亜高山性針業帰林にむける稚坍の発生消貝てついては既殺の川上,ハヶ岳両試験地にち、い 

て経年潤查の一黑として禍樹鴻陟上ぴ棋生調瓷が行なわれた〇さら忆前年度新たに股定し 

た王滝試験地にお、いて刈払,除草剤散布およぴ地表かき好こしか行なわれた〇この試乾地y 
おいて今後新た忙発生する酒によって更新を期待するカ 、所であるので拜子落下伯試充を行

なった。

尚伏作業她Kおける針衆樹前生稚浏の消長を知るため川上就験地付近に伐採前にフ3卜

6 0か所を我けて調査【て滴手した。なお付近に君いて針蕖阍前生稚国の伐採曲後の琪旎の変 

化がその消失原因にどう結ぴついているかを知るため,林内外の気額田溜»仙樹蘇散筮】通. 

土な水分の変動誤査などを行なった.

(3)ブナ林の稚拼の発生消長については,菊場山試駁她の烽年講査を行なつ也また本試險地 

内I’区(伐御〇%),11’区(同5U%)パ’(冋10 0%)お上ぴI’区上部の4 
か所で気象短诵か行をわれた〇さらにブナ稚茁の消失原因を主として病理学的な面から探究 

するために,本試段地内の稚苗発生か所に試絵区在很定して,被害の灾懸以後と疔原閑の検 

索が行をわれた。この節旅は六日訂営林署神立苗畑ブナ唾さ付床においても同様§魅され, 

さらに林試構内のコンクリートマイク°ブnットにおいても接程試魅が行なわれた。

⑷ 東北坎方のブナ林については热沢尻ブナ総合試成地にえ、いて点状保残木区,3 ° m巾帯状 

皆伐区むXび列状保残木区を対象としてブナ稚爆発生調立か開始された〇

さらに安比訓蚕:地においては,昭和4 3年度からブナ稚的の発生消失について,とくに林 

内陶光圳との関係を針潴しているが,本年度も引きつづき諛査を行なった。

(6)ブナ林に玲ける各種伏援跡地K好ける更新・例訓?Eのため,浙建の坂下営林若喰丸国有林 

にわける慚伐跡地に方形区を設定して砌組査ちよぴ槟生源を行なった〇

4. I®和4 6年度の試験・計画

(1)亜商山地帯毋よぴ上話ブナ帝における環垸区分と更薪区分

1-1•大齢区分
主として気象資科,地形区分図,表洒地質図歩よび土旗図などにより環填区分に分 

ける方法を確かめる。(本堤,束北支圾扫当’

1-2.3.小中象境区分と更新区分

签士UJ辭岡県側牌用沼部営林・器部内亜商山性針获阍林,尾樹地区山口営林譽箭内亜 

為山性針荒陶林(本囲暗 ) おxび朗日岳地区寒洞江営林略部内ブナ林(東北支稲a 

当>の3地城において前年姿の昭ま方針によって涸査を進める。本年度は密士山地区 

湖奄が終了するのでこの抱因の我境区分と更衍区分について総会的«とりまとめる。 

なお本年変経営部航測研究室で,すでに林型区分図が作製されている山口営林籽部内 

山口辜菜区6 2林顼">5て魏境区分の林恵と更飾型区分との桃遼性を共同で求める。

(2)亜高山性・針菜歟の精埸の消長と上木伐採方法との顔係

2 -1•既設試験地の刎死 、

i川上带状更新試験地,八が岳带状更新弑駿抱における調査はi解度と同捞に話査



を縮続する。(本埃担・当)

ii王滝天然更新試験地(租圈の発生消長調立«年2回ク相対郞既詞奏わxび林床招 

生御充を行な爲 その他秋には际子落下統:泌音を(自8月下句至】1月上句)行左 

う。(木笛分•乎俎当)

2-2.伐採倒,てXる稚圏の消長に间するが例ド成

(1)川上試険地付近に前年庄咎定したブロットの渐伐後の稚為の発生消長を莢盜する。 

なお尾嗣也区の択伐か所にお;Cて伐採後昆ブコットを設定して更新斛查を行なう。 

(本倒3当)

2- 3.伐孫务の稽击の消失原因究明川上国有林瀬伐区Kむいて,伐採前後哄携測定およ

び稚樹の蔣既都:,會水耘の変化を測定して,枯掴の時烟推定と估扱状態の琦認および 

枢体内水分からみた致死黒界の把悠を行なう。(木妇担当)

⑶ プナ林稚樹の発生消孩と上木伐松方法との®係

3- 1•既没試験地の醬義

i苗那山ブナ天然更所試験地

1)前年实阁・苴定ブ〇ットの即査を行なう。益年は各プロット於むける相対照匿 

の測定をする。左封ブナ律子の落下畑韻瓮を行之う。(本時如当)

2 >ブナ稽:己の発生,生育と額気我との囲係を明らかにナるため,推祝の残存峯の 

高いところ,低いところ2か所づつ選ぴ,勢.妙(気温,漫既,地况など)比戦 

以浏を行たう。さら(て都子落下飛誨査地の近くで,4向,匡速,気羿,湿史など 

の自記麹博を9月中～】〇月中に重点をおいて行な爲

ii黑沢尻ブナ総合試做地

昭和< 5+既冬季伐採予定の列状保残木区について,4 5年度と冋様に認咨を行 

なうとと寸に,4 5年安の灾鷹から代我区を遐定し,訓翌を継統する。また各伐塚 

区の代表か所で照爱沏定を行なうとともにその主なところにおいて気象切蘭を始め 

る。(柬北支埸担当>

iii安比試險址の潟夜

前年些同様雅也词査を件続する。(束北支柳当)

3-2.各待伐採跡地における串例調在 ^

本年舞诙おXび慮新〇笛を実終する初日岳他区およぴ豆油地区(北上堂林黑萄内> 

において天下による皆期此の更新状況を翳?fする。(束北支領H当)

3-3.ブナ推的の消失原因の究明

本年圖:!:ブナのめビえの宪生がみられる見込みがないので林^にむける灾賜#‘掩は 

行なわ次いで,主として前年般分恐されたCy I i nd r oca r p on , Fusarium, 

Py t hi umの3朔について,1)殺前土?用てよるポット以:跚
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2 )林!也土蛍での接頰試龄(コンクリートマイクI3プロット)を行なって詞原性を 

倾0

苗垛山試蹦诉昭和4 5年度設定プロット在粧統諛資する。さらに4 6年毗作ま 

なは塾作の 〇 しがあった劾合!〇月に新たに認査プロツトを設定す〇〇苗炮土擬. 

林地土相により就苗酒失朝を網べるとともに,検出糸状倒の人工接種Iてよる病原 

性を謂材る。(本痢担当)



5.採種林の施業法の改善

⑴スギ採種林の造成

⑵アカエゾマッ採琢林の造成

(1)スギ涂称林の适成絞関する試技

1.試験担当者
本埸龄部造林宥長 沢 聡姓 ほか

" 種子研究室長 洩 川 a痣 なか

北海道支場育秒研究室艮 敌 岛 惇一郎 ほか

2•試験目的
採種;林の結実步を増大し,タネの品段を向上するための施契方法を陆立する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結果

。スギ採種林の造成

計画忙したがって,結実促進処理,炖を実施し,第】回の結実詛秀を行左った.えられ

た結果は,次のとおりである。

⑴ 各区の酒秀木の結実はきわめて少ないが,無処理区に比殷して強度碰開区で結実してい 

る澱:が多いといえそうである。

(2)結央促進処理木の結実状況

環状剝皮木:無処理のものK くらべれば,結兌なは多いが,ジベレリン処理にくらべる 

とはるかに効果が少ない,処理区間では弱瓯动㈱区で効架カはり少ないといえそうである。 

ジベレリン処理木:!ブUックの强Iも 舞既!敦開区の一却iて処理したカ:,溶液,ラノリン 

の何れは上る施用もいちじるしい効果を示した。淡開程岐のちカMはほとんどないといえ 

そうであり,单木の平均整子生産任は,なよそ9U°;!であっえ.

すべて(について,能把・無於!肥区問ははちがいがみとめられなかった。

。アカエゾマッ採穂林の造成

殖花状況の調登からは,各試験区とも差はみとめられまい。

4.昭和4 6年度の試験計画

〇スギ採稀林

5充中旬
6月下句〜7月上旬

1〇月中句

1U月下旬〜3月下旬 

〇アカエゾマッ採稲林

着花状況の調在

春施肥,褒状剝皮

ジベレリン処理

結実誇;登(13 2本)•秋犯肥 

球果の測定,タネの約製,品質通X
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6 .造林機械の改良試験

1.試験担当者
本場機城化部機械科長 山脇三平ほか

2•試験目的
木材溯 大にとも左い再造林いわゆる拡大造林の姑 もつよく実行されてはいるが,中 

急斜地森林地書の再造林にはそれを実行するに必要な労劭力を斑保することが,年々困宠にな 

ってさている。このような中～急顷斜林地においては,林斐革睹を道入して育林作業を史行で 

きるように林地斜面忙階段エを作設して造林する新技術が台頭してきている。この新技術の中 

〜験侦斜林地にむける造林技術上の要請にも乏合した横械化手法の改良開発ならぴにそれにX 
る省力効果等について硏究をすすめこの稿の援披イ版術の可能性に圆する基礎資料の蒯をは 

からんとするものである。

3. 昭和4 5年度の経過と丸られた結果

階段造林作栗の機械化に関して,職«14 4年変5 ～ 7 tonクラスプルト•ーザーによる広巾隋 

段造林の広巾階段作設性慮,沼和4 5年底1t onバックホウ忙よる號巾隋段造林の关巾階段作 

没性腿について,前橋局お、よぴ東京局管内で作業性徒に検闵をくわえ,前者は2 U°以上2 8° 
裡鹿の中傾個林地・,後者は2 8°以上の急価斜林地の檢找イ瞄:方策に有効なるー手段であるこ 

とをたしかめることができた〇

さら(て咋今良材生産のため機械化を必要とされている枝打ち作業について,比茨的容易に実 

行できるとおもわれる携帝用背負式ガソ、｝ン発宛极を酔力源としたニ鱼育式伸鞋句在長柄の先 

端|てついた丸鋸を使用する一人用飲カ枝打ち檢を考案した〇これは,実用新案勞許に値するも 

のとみとめ•玖在特許申請手伝き中である。

4. 昭和4 6年度の試験計画

前年度考案試作せる一人用動力枝打ち橋は現在総正も;:約13町であるので,•ー縮の強段化を 

めざした試作をうこなうほか,試作槌(てついて,現地になける作業性能武強を実均する,

さら田,急な济｝林地に時ける选林作莢の會力极械化(C必要な,!人用〜小形可繼痢林橙援 

の改良％案をおこない.この試作機についても実顔林炮で,その极板性能および作剿生底に検 

时をくわえるものである。



7 .列状植栽試験

1.試験担当者
四国支揚造林硏究室長 安藤 貴 ほか

2•試験目的
近年労働力の遍迫にともない,地招,植栽・下刈作業の省力化をねらいとして,列状植栽を 

おこたい,方形植栽との比較がなされている。しかし,現状強mーの列我植裁との比隸が中心 

で,列間,行間をかえた垠合iてついては宓iされていない。列間と行問の組合せをかえて省力 

の建既と林分胡鎮までの経過を列らかIてすることは当面の問題として急務であ名。さらに列状 

槌裁された蘇林の除間伐等保育の問題は,まったく手がっけられていないので,この点につい 

て資料を蓄積する必要がある。

このため列状模殺における行間,列間の題合せをかえ,地将,植裁,下刈作業に好ける缶カ 

の程変あ、よび林分閉韻•までの経過を明らかにし,こQ部の方法で造成された斓Cの觀問題て 

ついて基礎資料を待る。

3. 昭和4 5年寇・の経過とえられた結果

列状濒にむける行問と列間の組合を1:し1：2.1:3.1：4.1:5とかえ, 

3.0 〇 〇本豚•2回蝶返しのヒノキ試段地を宿毛営林署曾内に設定し,地搭,植戏の行程を 

俱べたJ
4. 昭和4 6年度の試験計両

前述と同樣つスギの試験地を設定する。

ヒノキ濟炮の下刈行程を調在する。

8.森林の構造と成長の関係解析

1.試験担当者
本拙経営部経営第二科長 沢正 久 ほか

北海道支攻難営筋長 長 内 力 ほか

東北支埸 〇 金 專賢 施 ほか

関西支埸育林部鮭営硏究安 上 野賢 爾 ほか

四国支场経営研究室長 都 築和 夫 ほか

九州支翊育林部後営研究室長 栗 屋仁 志 ほか

木曾分婚造林研究宛 原 斉 勇 氏か

2試験目的

森林の構造と.成長,収機の夹態を固定試験地(ておいて定J題勺にもとめ,孫林の生弛力を把 

抵することと,どのような施業方法によつて靖高の生淺力を発揮することができるか,また 

現実にはどわような森林の構造があり.生産力の离い携造と枝:どっようなものかを明らかに 

する。さらに森林生密カと剧用面の関係から糊斐経営のあり方を研究する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結果

〇本堤

惜報処理方法の発逹にともない,これまで支分沁,関係営林局で処理していた成窓試段 

地デ-クのとりまとめを本場の3十算機でー鼬理するために,それ」て必妥なプnグラム〇 

作成を行なった。まず,試験地内の直径と糊高が全部測定された塚舍のデータシー卜の印 

刷およびとりまとめのブnグラムを完成し,そのような試數地について4 4. 4 5年瘦は 

北海道,束北,九州支爐,木會分場とWH,札援営林局の4 8試踱地,85調査回数分に 

ついて計算を行なった。

また標本木を選んで囲高を測定した埸合,樹高曲糠によって酒高を推定するが,そのた 

め!C3つの式のプログラムを用意し,支分場からの要訥により,計算を行左っている。

〇北海道支場

北海道の収技試おは道内五営林局と北海道支場の分担のもと忙,昭和3 6年から回発され, 

年次計画位したがって,トドマツ人工林3 3ヶ所,カラマツ人工林3 6ヶ所の試鼬を設 

定した。

この中で北海道支:»湘当分はトト・マッ人工林6ヶ所,カラマツは2ヶ所でちる。

!た野幌試験林内の各楝人工林に設定した高令級の固定試験地についても同様な方法に

したがって調査をbこなっている。

。束北支場

<経過>固定収段試験地の榛り&し調充資料にXって成辰の法則性,成長予測,朝房習
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力などについて研究してをれ〇

4 5年腹はローレンツ曲承を用いて直徑階別本敌,材積などづ果法比から林分内各倡!体 

の配分:Rを求め,測掛の名力として樹高測定番を少なくして囲高曲後を求める方法を考え 

た。また生産予測として収褪予想表の価易作成法とブナ林について収粮而から更新問題に 

ついて検討したJ
(結果) LORENZECURVEの待性値を用いて,直御卷別本数分配がわかったとき,各 

直径階の断面積,材讀を予測する方法を明らかにしも 多敬の試鼬資料からNASLUND 
式で樹髙曲線の常係故を算出し,林分型態との関係を明らかにした,この中から平均闵高, 

直径と回帰式の苒性を見出し省力化をはかった> 相対样疤法で谀開を示し,聞為成長をも 

とに予想我を作った。ブナ5!实林の構造分祈から成長退程を明らかにし・地位,環境別に 

生産目標を明らかにし史新技術との関係を究明した〇

。関西支甥

1. スギ人工林の構造と成長

高野山試験地およぴ高攻山試跋地の7回目調査を行たった。

を野山試験地は5 ?年生现在の年均収?3笊】5.0洲«・輸成長紙14.8晚 高取山試 

骐地は,1分地5 0年生現在の平均収役:5】5.1E ,連年成長最8. 4次,2分地5 〇年 

生現在の平均4W我15. 3刀,連年成颱6.5吧3分地7 2年生現在の平均瞬珊:7,8 

源,達年成長激3.5のであつ起I

2. ヒノキ人工林の桃造と成長

高野山試験地,高取山試険地の7回目调査とハツ尾山試験地の7回目調査を行左った〇 

高野山試駁地は1分地5 7年生現在の平均収短堡8.4 W ,連年成琳!: 7.3超,2分地
7 8年生奥在の平均収初景7.9於,連年成長雄9. 〇码 咨取山試験地は1分堆7 3年生 

现在の平均収役垃9.2沥»連年成長最5.1娘(2分地7 3年生現在の平均収知量8.3冲, 

連年成長& 5.!吼 八ツ尾山武疏地は,6 3年生現在の平均収巷景8.7渺»連年成長位

11.5游であった。

〇四国支堀

(スギ天然林)

千本山,小衆敷山の両択伐天然更新試翔&とも・大正14年殴定と冋時に第1回の択伐 

を実施した4 2年第2回の択伐を実施し,残存木の成長経退と稚馈の発生消長の謂査を 

実徳し,千本山には地床かきおこし区と刈払区を各6区,計】2区,小您敷山には,地床 

かき君こし区,刈払区,無処理区の3処理区を各9区•計2 7区設定した。さらRこの中 

に千本山に3 6ヶ所,小屋敷UJに8 5ヶ所の1〇材> コドラ-卜を浚け毎月©W©発生, 

沔長を避をし,また,推子の落下般調査をわこなうため,千本山に5ヶ所,小屋敷山怔3U 
ヶ所の種子採!艮梱を殴贸し,9月から4月唾で4月から9月まで各月の種子落下殽を調査

2-

している。

なわ,戒存分の立木位置図も作成した〇

(スギ人工林)

収秋試疾地の養楠辭而(昭和3 4年作成,為知堂林同管内に8ヶ所のスギ人工林収孩試渙 

地の設定を睥>にもとづき,4 5年度までに託沒された4ヶ所<魚梁※営林施内西又束 

又山試験地,魚梁瀬営林聞内一の谷山試喙地,本山営林辱代内中の川山茲急抱,髙松営林 

宕管内浅木原山試験地)とそれ以前の噂試跋地1ヶ所«宇和島営林瞬内滑床山試泗) 

について,5年〜1り年ごとの定斯阀査と,必剧て応じて間伐を実施し,林分の瞬と成長 

Iて明する貸料を収壌し,分析を進めれ〇

45年鹿は,西又束又山の第4回の黯査を行った〇

<ヒノキ人工林)

•収程試強均の整備計函(昭和3 4年作成•あ知・営林岡管内K： 4ヶ所のヒノキ人工林!!統?試 

験地の設定を瞞>にもとづき,4 5年度までに新股された3ヶ所(ヨ焙営林部内下る川 

山試函地,高松営林肅内浅木環山試簸地)と,それ以前の株統試決地1ヶ所(宇和島せ林 

髄内滑床山试版地)について,5年〜1〇年ごとの定觞調査と,必要に足じて問伐を実施 

し,林分の伊造と成長に関する資料を収集し分析を進めた〇

4 5年度は,洩木山原の第2回目の泡査を行つたJ

。九州支塌

収超懲%楣行方法による綢诙3ヶ所,収技試象・行要絹による渕夜2ヶ所,立木位ff?図の作 

作製1ヶ所を実物した〇

また,直径T漓曲後の俺正,ヒノキ林分の収夜予測式の検肘•調查^果のとり唆とめと 

径級別生長秋の鈴出.直お判高曲想式の検討等について一応のとりまとめを修了し,制材 

積表による林穢の再針算についてとりまとめ中である。

〇木色分垛

1.岩村田営林?m内

推•井沢カラマツ人工林収程試發地の第3回朗査
2t長野営林署警内

な士里カラマツ入工林収枚試験地の第3回间表
以上2威験地の醐査を実施し,資料のとりまとめをおこない,試験地台眼心魂しな。

4.昭和4 6年度の試験計画

〇本 場

4 5年鹿までにsmされなかった支分場,関係営林网から依頼される収後試跋址のデー夕 

のとりまとめと树高曲翻の計算を行なう。

宙為的掠を使った試辭!地データについては,その処理方法を吟味し,樹高が全部測定され
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た暗合と冋様»針算機により叶筑を行なう。

〇北海道支坍

常盤トト•マッ収程訣沒地の第3回調玄と方字カラマツ収蔑試绩地の第2回銷査をおこな 

う。

昭和4 5年変岐でに2回以上の調査をナ・、こなった故験地について,弟1回の中間とりま 

とめを治、こなう。

。東北支・

捲造堂分類枝よって生育螢境を大別し,単木別の生産材予彌を検討する。このことにょ 

って林齢本数,圮位があたえられたとき林分内の各役級別の林木分配の予測を可能ならし 

める。

カラマツ林の成長解明のため资君収集を行ない.生有初期の成纖を検討する肯森地方ス 

辛:休樹高曲線の省力化のため轡料収,"はかりNASLUND方式から後準圈濫曲線を示し・ 

同琅方のあ高測定の省力化をきたす。

昭和3 4年以降新設の4試.均(スギ1,カラマツ2.ブナ1ノ について中間、緩吿とし 

て設定から現在までの成纖をとりもとめ研究報告で発我の予定である。

本年度調査地 秋田局ニツ井署 大開スギ人工林収聂試龄地

〇合川罢 羽根山スギ "

柠蘇局野署 小升沢カラマツ〇

。聴西支弱

1.ス井人工林の护造と成長

白見試約3 (和歌山県下>の3回目林分ボ秃

2•ヒノキ人工林の核造と成長

茗荷淵山試誕: < 和歌山県下)の3回目林分阀竞

3.アカマツ天然林の松造と成長

西山試験堆«広岛県下)の8回目林分納查
。四国支埸

(スギ天然林)

両就駐!地の神子の落下燈函査と,稚均の調奁を突絶し,さらにこれ凌でに得られた資料 

をもとに,稚齒発生,消長に圈し,絲治的な分析を進める〇

(スギ人工林)

昭和41年度に新設された本山営林署管内の中の川山試験地の第2回定期醐査を実施す 

る。

<ヒノキ人工林)

昭和3 6年度に新設された須崎営林珈内の下る川山報地の第3回定期詞充を実的寸

る。

また,技条営林疇査内にヒノキの試眺を新設する。

。九州支埃

収豪喚地徳行方法による詛适4ヶ所,収菽微跋徳行蜘による詞れ3ヶ所の磁を実施 

する。

また,収荏試唉地中間報吿ゆとりまとめ,品質区分方法およぴ現地涧左方法の検淋を行 

た9〇

。木會分科

1. 皆平A頊収役試験地の第4回中問課交

2. 金沢カラマツ人工林収技險挪の第3回定期2*5盜
3. 野沢スギ人工林収複試験地第3回定期涧央
,4.ハケ宿天然生幼令林の保育(間伐)談典壊禁2回中間施交

5•沿舟沢ヒノキ間伐枝弑地第3回調斐

定期溯套は間伐を含め翌瞌を・、こない,中問郷窒は試姦!地の安邊を主としておこなう。
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9.全木集材の地力維持に及ぼす影響

1.試験担当者
本場土じょう部土じょう肥矣研究室長 吉 ホ 術 ほか

北海道支堤愁部土じよう荷究室殳 原 E 洸 ほか

四国支凝土じょう研究整 岩 川 雄幸 役か

2•試験目的

全木柴材によりひき起されると予想される逸カの低下の程度を明かにするため全木築村に 

よる土境の物理性・化学性の経年宏化流亡整分松などの基礎選科を知て,地方椎待対策に資 

する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本 堤

広葉崩の全木多材は伐倒畤に大部分の枝葉が鮮からはなれるため持出レ題!僅少である 

ことがわかった.そこで針葉舞について試硼を設定しわ

試駿均田養水分流亡測定のためのライシメータを設し,なお址表流の刮定奖拨も酬

しなJ
試験她の枝殉の弱麦を行い全木築材はrる持出し提を推:定したJ

。北海沮支您

全幹多材予定抱のトト・マッ天然林で林木,林床梧生,AO网,土知中の役分含有树を歯 

充し,全木泉材による持出し養分位の8f翊勺把握を行なった,卜ラクターによる全幹集材 

を行なったのち,枝条類をそのまま放依した区と人為的に除去した区を2回反復で設定し 

た〇

試頻開始前の地©｛腐植および土埃を孫取した〇

〇四国支格

昭和4 3年,枝条除去区と核条故建区を立地条件ごと忆設定»の流亡避と.成長:氏の 

比較をおこなっている。

測定点のずれと,人為的な土攘かく乱Kよる変動が大きく,歡ザ的な把携が不可能であ 

つM
4. 昭和4 6年度の試験計画

。本 堤

試嗟地の荚水分の流亡調死

•試駁地後の理化学性の変化の縄査

。北海道齢

1.営林暑の既定方针にもとづき試験地内にブカエゾマッを植戒する。

-16-

2. 既設の処理区を次のように細分し,施把区忆砲紀を行左為

i枚条散布区 2 くりかえし

ii枝条散布,慣行植肥区 2

iii枝糸無散布区 2

iv枝条無妝布慣行滝肥区 1

v技条無敌布.技条号分相当:®施既区 1
3. 造林木の生長状態»堆積腐枚の変化,痂土号の凌化を陛する。 

〇四国支!^

•沂らたに溜定点を段けて調査する。

成長迁の溯査をおこなう。

-17-



10.高寒性樹種の病虫害防除

<モミ例主要病害の発生環境と防除?

1.試験抱当者
本均保護部細耕究室 魚 住 正 ほか

北 闻支堤保玻部樹病研究室 松 題清 — 母か

木宜分縮保適研究室長 浜 武 A
試験目的

ウラジロモミ・シラべ造林地に若いて,かんしゅ糖お、よびてんく ・す病の激害林が発見され, 

こんど,亜高山地带の造林が進むにつれて大き左障害となることが予想される。したがって 

これら主妥病害の病原菌について生理,生態的性質おXぴ,碱発生に関与する游瓊揽因子 

の究明を行ない.道切なる防除法の確立を目的とする。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本堪

富士山を中心とする議秀にXリ次の睹点が明らかに左った〇

1・がんしゅ病,てんぐす病・アデワブス落葉耕,先枯病,黑粒がんしゆ病およびRhab- 

doc] i ne【てよる落羨性新病芻が主たる病害であり,とく忙がんしゅ病とてんぐす病 

の核客が大きい。

2. 力:んしゅ病は富士山東甫斃の燉多雨抱域に多く ,また時期的な低温と関係する。

3. てんく・す病は富士山北側に多く,主辞の被害木は成木のみこみが左い。

4. 黒粒がんしゅ病はシラベの天然性稚規は発生し,落位左環境下に多舜する。

5. 港袤性折病害の病原歯は新種であることが明らかとなった〇

6. モミ先沽病斑ば新属,沂秘と考えられる。

。北海道支期

1. トドマツがんしゆ病留は,外観健全なI"ドマッ造林木の桂皮や菊疫に潜在悠染をお、こ 

しているという作梁仮説を分離並您剝皮試跋により実SEした»

2. トドマツ天ぐ巣病萌の界株宙生株皎確認できな歩ったが大沼の試駿池では少くとも2 
〜3年讷から新たな発病がみとめられない。

3・ミクUベラ枝枯病による被害の実態謂査を壮瞥と喜茂別で行なった結果1.2年枝の約 

24 が悟死又は罹病していたことカ|知られ,今後の生・艮に不安がある。本病の発生環 

境としてある穂の欠建的因子が強く働いているのではないかと考えられ〇〇

。木曾分圾

ウラジけモミのてんぐす病の穽生頂境,被害状況,病隽微など忙附る調査佛究を.こ 

ない,この说妥を明らかにすることができた。ウラジロモミの芽枯病【てついては被罟状況,

-18-

病標微,接種試策をおこない.はヾ树の実態を明らかにした〇

4.昭和4 6年度の試験計画

〇本 場

1. 富士山忆設定した跋•教区にち、けるかんじゅ病発病幡を継続する。

2. モミ先枯病瑟の所棋を決定し,正式に宜敝する。

。北海道支圾

1. カ・んしゅ病:夹孰的に潜在感染をおこさせ,茵の生存壕式を解剖的に明らかにする。

2. 天ぐ巣病:異株寄生株の確恐,さび胞子の劎腕学的理察

3. 枝枯詞:病原茵の生活史,発病と環境条件忙ついての実竣

〇木竹分場

4 5年度までの蔑禿研究ですだ明らか忆できなかった接種試!^てよる病微発生状況をミ 

ミナグサ上の小生子を用いて実施ナる。

9-



高寒性樹種の病虫害防除

<トドマッアブラムシの防除)

1. 試験担当者
北海道支埃線我部昆虫研究室長 山口 博昭ほか

2. 試験目的
アフ・ラムシの分布,寄生のひろがり方,做体故の通動踏,せ生の林木の生長忙およぼす 

聞を究明,披害発生の予察,防除時期の決定,防除方法の確立をはかる。

3. 昭和,】5年度の経過とえられた結果

1. トドマツオオアブラの知玄的発生型,套生臻境の潤奏をもとに核害よりみた危険圮帯の

艳成区分を行なった〇

2. トドマッ程坡後のアプラ厶•ンの侵入,密生のひろがり方,寄生の林水の生育に斉よほす 

齢蓉を明らかにしな〇

3. 個体徴の敬恍,気象,天敵答との関係を解明しな〇

4. 浸迅性有機焼剤による防除法を確立し知

4. 昭和4 6年度の洩験計画

被害の発生を抑馴,もしくは定波するための细方法など林業的防涂法,天斂を利用した 

生物的防除法,さらにこれらに寇刁鶴の磯剤防除を招入れた各種防除法の体系化び検討

-2〇-

高寒性樹種の病虫害防除

パイ〇ットフォレストを中心とする北海道束動方における) 

カラマツ造林木の生長阻咎»枯死斑因の解明

1. 試験担当者
北湖支块造林都長 土井恭次ほか

2. 試験目的
昭和4 3. 4 4年産ブロック協謎会で帯広常林局カラマツ落業病対策の提案があった〇こ 

のため早急に生長阻害の解析を行をい,防除方法Q経済的な効果利定の基礎をつかむ必芙が 

ある。一方パイロットフォレストの一前に蜻生した枯損現象が,何て蓬因するか不明で早急 

忆その桀明か耍請された。

このためバイ〇ットフォレストのカラマツ枯損原因を解明し,また港矣險除法の経済的 

効果判定を行ない.道東終方(ておけるカラマツ大面技造褪の嫁該対策を理立する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

⑴ パイロットフォレストの枯死原因の解明

赦回にわたる現均綢点の結果,カラマツの枯癡は,土泣条件や病虫害が点接的原因では 

をいことが强ヾ明らかとなった。枯砌生地煥の谶低気讽の分布,芯書木の解剖的所見K 
上ると龚,秋期における低温卷が一次的原因ではないかと淮定された。

(2)カラマツ落潮防除法の强済的効果帳

計顽4てしたがい中標津営林署寿内に歟を設定,莫剤救布区と比菽区を設定した〇せた 

各区の生長状熊,被害を,落荚代などを翘吏した〇

4. 昭和4 6年度の試験計画

(1) パイロットフォレストの枯死原因の解明

菸罟発生時期と目される春秋2煽て設ける很低高気温分右および林内気坦分布,磚体温 

度却測

病害カ:一次原因で左いことを立征する接埼恕

カラマツ十ッパキクイの二次的被害発生状況調査

(2) カラマツ落糞礙除法の経済的効果判定

2年目の立木の生長と港築病究生状態の帷
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11.薬剤の微悬散布による病虫害防除

I.弑赊担当者
本埃银裏部防疫薬剤研究室主任硏究官

北海道支坛傑簽部免虫硏究室長

・ ク爵病研究室長

2.試験目的

大久保良治ほか 

山口博昭ほか 

横田俊一ほか

経或の節減ならびに大面積の防除日程の短縮をはかり,州散布による残効性を高める。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本 場

前年変!て引き続いてスミチオン・マラソンを用いた場合のマッカレハ幼虫(3〜4舍) 

の殁虫効果を室内戰股で確しかめた,その結果h a当り0.5〜3¢の割で徴布された飮布 

直後のマッの菜をマッカレへ幼虫に与えると4 8時間後に完全に楸した〇せたその葉を 

1過間室内に放催した後は与えると両薬剤ともh a当り1.5 g以上欲布されていれば4 8 
時問後に田琮全雑死波することがわかつた〇実蘇の空中澈布ではいろいろ院因で付着:& 

が減少するので2〜3£/h aの敝布が必要であろう。

。北渤fi支埸

本道のトドマツ林に大発生しつつあるコスジオビハマキ条主体としたトト.マッのー、マキ 

類力岡象に透用荣剤,その効果について基礎的な瑟を恕會,スミナオン,ディブラレッ 

クス両乳剤(濃度4 U%)ではh a当り0.5〜1.0¢・程度の散布垃(落下対)でかなりの 

効果のあることを明らか«てした。さらに実際に繼核散布した塢合の問題点として,齒上 

(てうけるハマキガの分布,防除効果判定のたわのサンプルのとり方たどについて籍成肘 

を行表った〇

4. 昭和4 6年度の試験計画

北海道支圾におけるシク〇へキシミト・よるカラマツ先枯病防除試殴の分析を担当する。

-2^2-

12.大面積伐採地にむける簡易出水調節法

1.試験担当者
本和防災部理水第一研究室長 ・森 沢 万佐男 ほか

ク 理水第二研究室長 杉 山 利治 ほか

宝J|賊跤地主任 永 見 郷康

2試験目的

伐採而枳が大きく更新に長期問を翌する奥地水源燈带では,重姿地区において,伐採後萩 

林の流出魂節樓能が発揮されるまでの期!H!の決水靄節がとくに必耍で,そのための工法の開 

発が必・耍とされている。

このため溪岡工作物にXる出水剥節効果を検討し,央絶水添地帶網適用可能な出水螢節エ 

法を闔発する。

3. 昭和4 5年废の経過とえられた結果

1•水上営林署・宝川国有林内作設定した試験流必｛に君いて,透水性出水炽節工による渓床变 

化の調査を継続した。

2. 昭和4 〇〜4 4年1U月あエ前の基游期間とし,この甥間の主な出水について,降水堆 

と流出激,とく忙ピーク流/との関保を解析し,菇準期問における両者の回网式を求めた〇

3. 45年度(施工後)に得られた降水授と流出なの関係を苗準飽間における両者の飴係と 

对比し,施工効果を検时したて,顯若な効果は踌められなかった〇透水性部分の間隙寧が 

大きく,出水時のー傳貯留水:ほか小さかったことが主妾な原因と考えられた。

4. 施工地点上流部田堆砂した土砂:!3は5 0 R (流域平均5X10 -9na )であつ大.

この母は一般林姓における年間流出土砂址とほぼ同程度である。

4. 昭和4 6年度の試験計画

1. 流域阵水最およぴ積雪水蛍働あ,初沢制6にむける気象類湖,3ほ水地点亿おける水位 

時よび流速測定を纏続し,本工種の出水詞節効果を検肘する。左わ,本年度は本工補の透 

水性滞分のi麒率を変え,間隙率と流出詔節効果との関係を検肘する。

2. 渓床遂化と出水調節機能の関連を明らかにするため,定時および主耍な出水後に,堆矽 

状況,貯水容•嫌の変化を厠定する。Iた,出水訓節工を瘀する土砂賛の測定も行左爲
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13.治山計画における危険度判定技術

1.試験担当者
北海道支協経営部治山研究室長 週 藤 泰造 ほか

2•試験目的
道内国有な!の治山卵業の効果的投資を針ろために弛形»地質,降港技の分布,迅去君よび 

現在の荒屬情況,林況,気象などの睹安因と山地荒廃との衆的閥係を統31•的に解析し,治山 

謝Sjのさいの流域別の變先度判定の方法を確立する〇

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1 >山崩れ発生渺因のなかで,裁も作用度の瓣い雨土咽子と山崩れの発生との宣的な関係を

解析しAo .
2 )山明れの1つの因子である器面の傾倒度と土層の深さの分布について翌立した〇

3 ) 4 5年広は崩壊面址の現存びの続计的黄義忆ついて考案した«

!た,北海道を故ブロックに分けて第3紀/山地の山视れ面積その他を計測しも

4. 昭和4 6年度の試験計画

4 5年笑□燧惭究を行左う。

敏影年度を只Kする2枚の空中写真・を用いて,山坦彌壊面積の変動を針測する。セして, 

第3紀層山坨の山团れによる山j也聞の速度を推定する。

また,山地侵食の速度と啄植宝との謝保をあきらかにする。
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14.ボツト造林技術

1. 試政担当者
木也舔部造林常一研究室 壽 徳典ほか

北海泣支君七造林85造林常一研究室 菊田信符掠か

2. 試繼目的
国有林任於いては,4。年度1リポット育苗,鉢付苗选拓を那楽実行〇かたわら弑段的に 

とりあげてきてわり,一部では実用化試験を行なって廷次］跷化を検討中つ段偕である。そ 

こでこれらボツト造林にあ、ける問題点のJ異明を行ない,各瑚2条件に透したボツト育苗, 

鉢付苗造林方法を究明する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

〇本 塌

沼泓営林％三囲寺苗畑で育苗後,14 4林/礼小痛に3月より12月まで毎月,植裁し, 

その後の生髭を調充している。

〇北海輦支場

4 3年匿由a川,帯玖営林局讶内の造林地の実態訓奁を行だい.問堡点を抽出した。

4 4年度は•ポット鉢付苗養成の際の養水分流亡【て必する顎先を行い夕張営林署と共同 

で用土別ボット育苗叫,ポット鉢付苗楹我時坊試!殳を行った。

4 5年匿は根の形熟の與なる苗木を同一方法で快を切断し,渕祭の発生状榮と生畏の圈 

係について蹄を行つオ3

!た夕張営林官と共同で行っている試験地の継続對底を行なった〇

4昭和4 6年度の試浅計面

〇本 堰

植栽木の生長::睦

〇北倾支鯉

1. タ浪営林名と共同で設定した•課験地の継続灣充

2. 苫刁激’営林钳!?内Qエゾマッポット造林地の調査

3. 旭川,带広混内のボット造林地の調査

4. 白泣肖林沉で妻苗中のポット造牀用苗木の形質調あわ!ぴそれを使用して支場槍内で 

の山行モデル武険
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15•林地肥培
(林地肥培技術の疏立)

1.試験担当者

本場土じょう部土じょう肥料研究室斐 吉 本 衛 ほか

北海逆支規造林部土じょう研究室長 原 田 洗 ほか

束北支埸府林部育林第三W究室長 田桂 治 ほか

関西支治育林部土じょう研究室弦 河 田 弘 松か

四国支場土じよう研究室 岩 川雄 幸 ほか

九州支場育林部土じょう研究室長 脇 孝 介 ほか

2. 試駿目的
林地肥培の塞盗として!ft妥な徳林の養分経済を狡分殴収盤の調査,養分循環率の泓!充たど 

を通じて明らかにし,これらの基盤の上に立って职培効果の把握と痹析をおこない,合.翌的 

な肥培技術を愁立し,その体系化をはかり,もって森林生産力増強に資することを目的とす 

る。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本 場

群落水林 より案分供枷と生遼J&との関係をしらべー定の散式て表現されることが推 

定された。

大型氷耕装從でスギ8年生幼木の水耕が可能とをり,Nレベルを5段備にして1年間育 

成したか,生虞の増加:®に差はあらわれ左かった〇

鸠水分レベルを異にするボット試験では,生育は大さ表差を生じ,肥効もことなった 。 

モデル林で,施肥後の乘中,わよび土気中の養分誤度の月別泌化をしらべた〇 

幼令時から肥培林分の生長耗過をしらペ,型や勞面上の位f®てより肥効のことなる

ことが明かにされた〇

成木林に対する瑕培は,施肥開始後1〜2年で协5成孩の増大がおこることを明かにし 

た。

。北喚支坡

1. 岩見沢営林名管内嘛草剤,肥料の相み合せによる下刈短縮試験は4 5年篮で終了し 

柘

2. 清水営林枷内にある混交林肥箸就験地に第3回の施肥を行なうと共に,装分析試料 

を採攻し,それに基づいてトドマツ,二ゾマッ・アカエゾマッの養分耍求産を比奴考案 

し&

3. 果沢町のトドマツ成木肥培弑験地の中間成緻を在とめん
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4. 函但,带広営林物彳内の閉額前のトドマツ林地肥培試騙地では所定Q2總を行なった〇

5. 燹分蒂積と苗木の生長に関する跋篷や,土抵のちがいと抵肥の効果に関する忒験を支 

堤苗畑で実施し勾

〇束北支媛

1. 林分密度と龍培効果 .

カラマツ林•••…各密度区ともに閉さし82効は期待できない。したがって秋娜另伙を実 

抱しRy 0.6 8 , 0.8 5 , 0.9 〇に踏整した〇間伐前にむける生長は疎立区が伸長肥大とも 

いくらかよい。為肥,無陝の差異はあをらかでない。

2. 成木拖肥試験……省:麻局包内のスギ,アカマッ,カラマツ成木施旺試海の御査をむ 

こ東った。3活您ともに肥効は嗯められるか:,姓済効衆をも考えるとスギ02 Oro»/ha 
増が効果ちりと考察された〇

3. 肥培木の性質・••…肥培木を親面上架と下部に分け木材実質を狼べた結果,耕面上部の 

辺材部,団紗帯,心材部が2〜4 %大きい価を示した〇

また,肥培木の心材化工っいて検討した結果は肥培木がとくに早いとSうことは衆め 

られなかった〇

。関西支場

1. 幼令林

髙野ス番,山崎スギ(昭和3 6年奔開始)泯験地の10年後の測定と甥肥を行った。 

柚肥区はいずれも抓碧な肥効が認められた。

詢野山国有林にスギ7年生林分怔ついて,施肥:ほについての試離を策設した〇原肥:氐 

く〇,⑱10Or 20 Ug 300g/X 本当),(4 6年 3 月ク

2. 壮令林

高野・封よび山崎に,17年生スギ林亿対する焰肥試股地を新設しれ。昭和4 5年4月, 

(施肥 iifdha 当N (〇・ 5()oKg lOudC?150 tlK?)とした。

〇四囤支坍

連続旅紀試敦(本山)ヒノキの埸合は肥効力齢銃しているが•スギでは認められなくな 

ってきている。閉S5にとも:5:い枝の枯れあがりがめだってさている。

苗木の形状と土摂条件ごとの試賊(須箭>肥効がしだい忆聡められなくなってきている。 

中令林肥培恕(須简)4年目の結果では柩裁帯鹿によつて応喪成長にあらわれる肥効 

力;かなリはっきり秘められ,る。

肥料木伐採弥地の紀培飲!縄(西条) 従来の合短フサアカシャ試段地の跡炮に匕ノキを 

植栽し,効来を判定している〇

〇九州支陰 .

1.幼令林Kおける肥効解析の結果:田野試験地はスギ植殺当初より岡年ごとに5〜6回
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Iてわたって施史を行ったが,慮肥ごとにだ効は死められ回政の増加;てつれて.括SE区と強 

足区の生長輦の差が大きくなり桝禍・圧大生長だけでなく1權生長については特に有憲 

差が昭められ以この肥効をさらに洋細に検討寸ろため址上部各部位の垂泣生長就をみ 

ると枝の筮カ;もつとも期加して治り次で餘«薬の順に麗!効指数が小さかった。試性地が 

傾斜面に位姓ナる堤合は侦科而Q上第程.段!効指故は高くなるようである。この外施肥と 

と何時に行った辨うんの舫果は殆んど切められなかった。なお,田雰試是地では年ごと 

の必効がまち性らであるため,生長朔と考えられる6 ～9月Kわたる月降水::女と樹离生 

長Iてついて検討したところ特に7月の降水MカモQ年の泥効昆岂審をわよ点すことがわ 

かったく r = 0.6 5 4 )

2.山出し後1年目の生長ば苗畑における松无凭理,器にNの施用:;・に影響される。

紀効の刊定:従来は肥効指故(龍泥区/魚紀区x!〇〇>などによって肥効を調べて 

いたが,スギは品格忙よって初侃生長に差カ:あつ之り,夫々の区内力屿ーになう難い場 

合が多いので堆K肥効指教;てよってのみ検討すること左く時心一夫々の区内の生貝に囲 

する相倪保数をもちいて肥効を検討することが望、ましい。

4.昭和,16年座の試骁計画

〇本 場

鮮落水辙i同一釜件で1俎训青成し,次年度微!材曾とする。

大澳水橘は継続して,秋に殺終2形Eを行う。

水分と密効は経続して,秋に取終调変を行う。

モデル林田おいて,施肥による集中,均中の養分レベルの変化の葛在を行う 

林地にわける电効試験は各試強地の施肥お、よび生育ゆ胡査を実施する。

試迅地土 WQ斃分状態について検討する。

。北脉支地

1••清水営林署管内の3要素試施おxび混交林紗e洪於地の生長跪,区画の"

2. 栗沢町のトドマツ成木林玲培試屮雄の生爲节宏

3. 支培帰内で実絶中の笑分吸収K関する基礎試駿を桃続する。

4. 土〔なの疑!沃性と林地肥培

林地更培が土埃の咪沃性増進におよなす効果を土煙の样棚收舗奏する。また,土泉 

水分が土!多の・形沃性にふ、!ぽす影解をしらべる。

。東北支場

1.林分密疲と肥培効果

カララツく支大財け内)間伐後(Ry 0.68,0.8 5,0.90 )の施JE

アカマツ林(好摩技％林)問伐後Q施肥,土壊とくにA 〇層の変化を調ペる。

2.成木施舟試强の泛濒析
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秋田村,合川,白沢営林％は内スギ成木郁2試涕E速

青森局,盛岡営牀器カラマツ成木詰圧!茄録の缶在 ・

3.乏略木、・質

紀培木の年徐搆造と紀効解析

お料要素別菜幹Q性靈と年輪耕造の検时

〇題西支歩

1. 幼令林

西条ク°rッ林就段地(昭和3 9年秋没定>の成表測定と追肥の予定

2. 牡令林

4 5年春設定の髙野および山喝の試験堆の成長測定,測定結果を見て,その後の処證 

を決定する予定>

〇 四国支毋

1. 連脚兜試弦他は,スギ,ヒノキとも枝打ち”夕ートラップを設置して虹鬧の落葉景 

を潟査する。現存の落奈遂と.分代を捐充する〇

2. 中令林肥培試食は,慈理問伐をおこない.2.6 〇 〇本/h a , 3.8 U。本/h a , 

5.0 〇 U本のh aの密変に調熟する。

3. 冏伐木のEE効蹈査をおこなう。 •

4. その他,玩段泓部也の定期拥査をおこな爲

〇九州支却

1. 現存愷の推定を行い幼令林にわける施紀効果を詳卸忙枕时する。

2. 拖庄!林における我繕土じt 5©変化

3. ffj-Wホ、ける拓肥哉の就いがUJ出し後の生及に時!枝す彩曹

4. スギ針葵の猝分の季節変動

5. 各試踏她にむける把効の継続測定
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林地肥培

(肥培木の材質)

1. 試垓担当者

本塲土じょう誡艮 瘦本与良於か

2. 試段目的
成木於球から・生産される木村を樽造用材や原料材として利用する際,招肥後の材質がこ 

れらの费品の品質に著るしい影释を与えるものと考えられ馮 したがって,これらQ利用面 

から応肥の影滁をあきら加てするととも亿,,總肥技術にたいすろ基礎資・料を蓄利する必耍カ; 

あん

このため木材の材聲tたいして％肥の彩殍をあきらかにするとともに,利用上の立埃から 

施史の技術にたいする有効な基磴資科を蓄顏することを目的とする。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

スギの成木’ぐついての施肥と材質と醐係を詞ペる.ため,播罔県(て設定していた試煥地か 

ら供試木2千本の採取し,訊科のお楚を行左っれ

4. 昭和4 6年度の試験計画

I•スギ成木松肥木の材質について測定を始める。

2.スギの成木Kついて拖肥を枝打ちの併用が材質に及絞ナ影響を敬するため,一事例と 

して岐率県下吕の私有林から供試木を採取する。

-3〇-

16.上木被覆による寒害防止

相対照 
皮％

靖高 
気湛 籠離

100 %区 100
°C
1.2

•C 
-6,4 -12.0

商 70 83 1.0 -5.3 -10.0
崎 50 6 8 1.6 -3.3 -7.3

30 20 1.1 -41) -8.0
群馬蘇平年差 -0.5 -1.4

10り％区 100
高 70 73 0.5 - 39 -6.0 -1.8 6 5
萩 50 32 2.7 - 35 -5.3 -0.4 69

30 16 2.0 -36 -5.5 -0.8 —
茨城麟平年差 -0.2 - 0.3 - 0.4 + 6

1.試玫担当者
北細支砌林部長 ± 井 恭 次 ほか

本塚瀉部造林第一研究室長 坂 上 幸 雄 ほか

"防災都気象研究室 佐々木 長 儀 れか

東北支我砌湖畏 山 谷 孝 一 ほか

四国支为港林硏究室長 安 藤 貴 ほか

九州支や脊林部育林第一研究室 高 木 哲 夫 ほか

〇 菊二研究室 上 中 作次郎

・ 九州林木音程您原甩驟& 毋 善 ■ ' ■

2•試験目的
人工松栽面だ｝の拡大にとも左い.寒鲁発生地炫の寒害防除が要望されている。しかし皆伐 

跡の淅純地では祁々の察害防除法も絶対的防除法とはいえ宏い。そこで懸害営聽地城では上 

木忙よって8?:境を緩村する g 検射が塁Wれる。 ’

寒各防止法確立のため•寒供・霄に対する上方被覆効果,または測方効果を明らかにし,貝 

体的な防止試筋を突施する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結哭

。本 坦

(造林部)

高萩卷林碧窩萩事業区,および高崎営林署裕儕事業区内に試欢を設定,スギ•ヒノキを 

交互列状植裁し,活液宙本,号我解彥»光条件調査をしん

く防災部)

約6 U年生のスギ・ヒノキの北偏斜面に生立する;林分を上木疎開の割企を恭.て,その 

国下;てス¥・ヒノキ1床2年生苗を植裁し上木の相対照座および啄剿!を調査した結果は 

次の通りであつ私 < 1月の平均値,細!:等を示す>

均
度
*c4
 9
 1
8
 

平
湿 

7
6
6
6

鹳

蓦

盘a
2
 5
 9

1
1
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。北唾愁

0召和4 4年から槌続して,道柬忱方左どの密地带に発生するトト・マツ造林木の冬期ゆ 

乾焼害(疼乾害ノの妾因を解析中であも

4 5年既は照う?嘗林署宜内において毎年被轡が発生して造林因雑な象境の気象観測と , 

発生微作の密明および防止法碎立のたあのモデル実岭を行なった〇そQ結柴の授略次の 

とおりである。

1. 被害発生の時期……土摂凍結のはじまる11月中4リ頃から業の変色があらわれ2月下

旬には回彼不健なまで核害は進行する。

2. 気羨の,将徴.......道束也方でも同様ておるが,この地方は税皆か少なく1〜3月は

もっとも冷え込みがきびしく空気は乾燥し,かつ好天で日照が多

い。

3. 核害の要因....... 囲・Q影悟よりも日射の杉虾カ:大在いこと力［わかった〇したがって

風衝i也でも日かげにたるところでは衫憲は少ない。

す左わち日かげで日中も魂紀’している苗木は被害をうけないが, 

日射をうけて日中M融瘩される苗木は泌害をうける。

。束北支堪

1. カラマツ幼合林臓護効果試金 遠野拠内カラマツ幼令林を利用し,4 4年国てス 

ギ実生苗を林内と孙外に松殳した。4 5年辰忆第1回目の潟寄を突施した。

2. 帝状皆伐植皆試・ 岩手汚街内の13年生アカマツ,カラマツ林内に带状皆伐区をつ 

<り,44年匿エスギを植栽した〇 4 5年斐K第1回目の润査を実施したが,％だ廓］ 

は認められをい。

3. 防風終:てXる3ヂル莖境 宮古暑や内のスギ造林泡•を対象とし,防風網をコの宇型に 

張り・寒害网査,気象蠲測を実謔している。

。四国支场

前年亿試改区を設定した魚梁浴営垛署と本让淄なNの試.命地に姗iをわこなった。荊生 

広菜院を保護苗としてなるべく多く残すようK努めたが,伐採鼬。退程で支離木として 

伏採され残存広泰なは極めて少な<なった。このれめ,広荣愣にXる保遗効果は当面期待 

できないので,再生する朗芽枝や草本による保護効果をねらうこととし,再生韭の斯査と 

尤環魂の調査を実施しわ

。九州支場

1. 凍害’常襲批の從本紫冋蘇郡波野村作マツ側方料或効采おXびスギ捞英伪Z 0ク“ーン 

fit凍性検定試呂〇・2 5haを設定し,クロマツ5 0 0本を先行植裁した〇

2. スギ精英担クローンの地绞IてXる耐風性の茬異を検討した〇

長!を"菊池者林看部内のスギクロ -ン次イ皿定林および九州林木育種堤卩ゆクロ-ソ 
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母巡について凍結実照で詞べた。クa ・・ンによる耐凍性は间時期内で歌育恩粉,長彫は 

ほぼ一定しているが,!力月後の3月下句Q菊渉部内では前2カ所と逆g向が街られ 

た〇これはクローンの気制て対する反応性によるものかと思われる。

4.昭和4 6年度の試験計画

。本 場

(造林部)

植我当年の寒害票杰,生長沼査,光条件・瑾注を行な爲

(防災部)

上木藻開の側;含が!相対照座で30. 5 〇( 70.100 %の各涕任地にスギ・ヒノキの1床 

2年生苗を折下穏裁し冬季気集やを観測するとともに,用咻ゆ核答度を判定の上気象会 

と被害の関係治Xび気象の経年恕匕と被皆の现孫を求める。

。北海道支堤

苗木を霆光(設覆)する方法は.密乾客の防止に有効左手段ではあるがどの瑁度の道光 

く披理)が必要かについては不明である〇そこで,苗木の上部を明るさを変えて被建した 

怨合について,•有勿爲就5変 < 保踏界被覆変>を定电的にもとあて,技役艾と波書のあ係 

を明らかにしてい <,また,郷に及ぼす2i接的気象技因の迫求と被段することによって 

緩知される気象要因のなかでどの要因カ昭噸に有効であるかを・明らかにしてい<〇

また,低温下忙おける年沐ゆ乾戒速呕と気$!諸因子との景的な段係を実我的に究明する。 

。東北支か

逮好宏代内 カラマツ林の防舞燉効果必査

岩手男箭内 アカマッ,カラマツ帝次皆婚地栖栽木Q謁金

宮古5?笹内 クレ疋ナ防風網による試跋の継統

気采阳査 立木残存と気象条件との阕保忙ついて風奁をま・、こなうため,胃??比を道定

する。

。四国支場

被害捌充.琪境们査を:1,、こなう。

。九州支埸

1. 波野試験地植戒

同時模裁用クDマッ4 0 〇本
スギ梢英尚クロ ーン2 〇ク"-xxfl 0^=12 0 0本

2. スギ棉英盘ク〇 -ンの批坎4・てXる畠凍性•季節変動の検的

菊池,小林箸,九州林木育種圾 3カ所

3. 上木被農下の琪貌解析
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17,機械化を前提とした間伐方法

1.試験担当者
本朝林部造林第二研究宝長 蜂屋欣二 ほか

北海道支埸林部逍林第二妍究室 象盛 功 ほか

四国支堤造林研究室長 安菸 貴 ほか

2•試験目的

間伐卓業の省力化,問伐軽費を寇波し,間伐をより広く実行するため機械力の奪入も考え 

,られる。その前提として間伐方法の険討を必要とするが,当面,初期間伐における列状助伐 

法について検討したい〇

また,列植.巣梃えなど機械導入を考えた林分の問伐方法もあわせて検时する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本 壊

ヒノキ列状間成蟠区の設定,新伐»第1回弱充を実徳した〇

〇北海道支均

列状間伐が残存する林木の質的,史的生長に及松す影霽,密齒理を異火した場合のカ 

ラマッ収後設の比栽!,日嫣下作おけるトドマツ造林木の生長予測などの资料をうるため, 

中標津営林畧管内に各綾の列状間伐装地を設定しれ。

定山深営林興管内カラマツ列状間伐跡地において列間照度の測定をおとなった。

。四国支珍

高知信林署管内4 2年生ヒノキ林忙2 0 m,1Um間实の測線の両側1mの全立木を間

伐,5 m間隔の測敵両側5 0 cm□全立木を問伐する就験区と下宿伐»無間伐区の5処理Q

弑験地を舰し,生産椚造の殘を歩こなった〇

徳岛県,高知県,愛姒林試と共同で,下層間伐,択伐的間伐,列状間伐の試験地を設

定し,徳島洲颖地のスギ林で生涣档造を調査しあ

4. 昭和4 6年度の試験計画

〇本 埸

〇スギについて列状間伐試験区の設定

〇列状間伐離区の那例即査(1カ所>

〇北海道支尊

1. 中傍苗試験地の問伐後の林分状態の調査

2. 列我に液した林魏の木の生長予測のため耕地防風林の解析を・•こな乂

3. 定山溪列状間伐跡地の林冠閉舗•貝・合と林内照鹿の推移を調査する。

4. トドマツ造林木の生長予溺の資料とするため苗畑!ておいて庇蔭蠟をあ、こなう。

〇四国支場

ヒノキ2 0年生林分に下眉冏伐,択伐的間伐,列状問伐の試験地を設定し 球構造硒&冬
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18.集運材作業技術の最適化

1. 試験担当者
機械化都作業第一袄究室長 辻 陣道ほか

2. 試臆目的
びを倒れ,市圾暁妙出する蛟過程は林萊システム心、いて靱な位值を占めてい 

る。この伐检材系の彻化は以前から®Sされていながら林地林木の複建性,多瞬の扱 

械力の導入,地域の慣困宏らびに社会清努,耗営規模の変化等により,類型化は非常に困難 

視されて来た。しかしながら合理的な企秘営の立場から各作業工程ごとの作栗手略や作 

業工程の全体的な提遭化の必耍性は整々増大しているといえる。

集運材作槩は地形:,蓄あ作"技術,索張り方式,极械の種類等多く。耍因にエり作 

業方式は定形化されてお、らず,最適の題合せが解明されていない〇以上の"=4耍因を解析 

し,数:式化して循子壯尊機を用いて幾適化を図る。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

昭和4 2〜44年までは「集材檢作業の股遜化」のテーマで,4 2年は災材壤作案忆つい 

て,43年はトラクタ集材くついて•4 4年は集材横鄧村,とトラクダ遐材について薮交を 

進めて在た。

,5年度は長距雑集材(大型果材機)と短庖離集材松(小史果材桧•クレーン终材)方法 

の組合せと作英捲の最透なつけ方虻ついて調査を»こ左い・とりまと妙をかこなっむ

4. 昭和4 6年度の獄験計画

&まで【て開発してきた幾這化手法の舰への普及と適用が必耍であり.今年度は次のこと

を行

1. 瑯也資料の収集

2. 資料あてはめのマニアル作成

3. 適用するにあたっての問題点の解明

-3 5-



19.除草剤の林地およぴ生物におよぼす影艱

1.試院担当者

本塚造林部長 加 藤 善 忠

本場造林跡草剤研究室長 真 部 辰 夫 ほか

"土じよう調査科疚 黑 鳥 忠 ほか

〇保韻部］狀科長 池 田 真?用 ほか

赤沼試誕主任 山 路 木砌 ほか

北海道支焰造林部長 土 井 恭 次 松か

東北支埃育林第二研究空畏 加 藤 亮 助 椎か

四国支埃林滸究窒長 安 藤 貴 ぼか

九州支K宵林部長 細 井 守 ほか

2試於目的

除革剤の使用が林床動物,土湛生物への影密,林地への有機物卻給源K左っている林床 

tfl生の急激な枯殺によりひきおこされる生態系の攪乱。任か.敌布地鴻殊性から野生な獣, 

淡水魚への影轡を検討し,除草剤の.袞林生型系に及ほす修密の実態を明らかにするととも;て, 

斃査方法を・ し,上り合理的な除草剤の選定およぴ使用方法の改善に資する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた絃果

1)除草剤網xろ林床植生の変化:的年と冋孫各粗生,除荒削別に摘生恕ヒの推移を潟夜

(被度,地上页,照瘦,薬剤効果傑か)を行い,除草帮敎布区と対象区との速いを検肘し 

M <«-,各支塚)が除車剤敬布にXる植生交替がめ若にみられた。

2 )せ倒物への杉弟:既設定M孫地について季節別に鹼勰の時間的瓷化の调定を行なっ 

d 赤沼に遊槌を般坦し桨剤別,襲・度別に袖物相変化との腮係を季節別に認究したが存 

枝すべき顕若左差興はみられなかった〇

3) 土ご撤生物への形鬱:赤沼胡後地において薬剤別,浪度別に微生めフロラに対する影賢 

を彌定した〇 4た現地穿・の分離培養わよび冋定と前年度採取試料から 磅 培養した各種 

茵類について・各棊剤K対する帝凿性の生理的性質の変化(てついて検討したが除草剤制潦度 

散布く通常飲布以上)K函領の波少を招く。

4) 土阳て対する影饗:Aの靖,土撰Q矽態安化,化学的性質の変化を前年河樣実施した〇 

赤沼試數地にわいては英剤別,濃度別に検討した,腐植の形:®を異にする土必を用いて 

NaC、など藁剤の將植組成に舎、よほす影咎を検針した結果巻別な喪化はみられない,た 

だカラマツ林でNaC I 3散爽による水溶性爾酸您Nの跋少がみられた。

5 )除草剤の残留と転流;土口中の上下お!び横への移動性,土気中の分解,以藩についX 

検討した,Na C10 8 , A M Sは砒亡しやすく分利は土以てよる差が顕若である〇
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4.昭和4 6年度の試験計面

1>除草削にxる林床状生の變化!前年と阿樣各执生,除京削別に粗生変化の推移を灣を 

く核度,地上没,照度,裁剤肋果ほかクを行宏い辭?爾:布区と対象区との途いを検时す 

る(本場,各支投)。

2>土疝勒物への影響:既設定は験地について,季節別に動物相の時間的変化の測定を行な 

う。

3 ) 士艾微生物への影舊:赤沼蹈地において英剤別,浚安別に微生物フnラに對する馅见 

を刻定する。また散!試村?分暖培妾および同定と前年度採取試料から分稚培谷した各替 

閣淋2ついて各胴湖て対する酎繭性の生理的性質の変化について欢时する。

4 ) 土“に対する彩例:A用土圈の彩怨遂化,化学的性質の弦化を陌年问様実敞ろ。

5 )除草剤の液国と嶄流:土I二中の上下および捞への秽点!性,土ぶ丄中の分解,殷洎について 

検时する。
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2〇•造林地のツル類の防除

1.試験担当者
北海漁支澄湖就fi林第二研究室長 林 敬太 ほか

2試験目的

従潟割t地の保育のためのラル切り桂,下刈終了後3 ～ 5如後に林地の狭況K応じて滋、こ 

をってきていたカ:,近年下刈の省力化対薩として塩紊系除草剤が使用されるにつれ,その桨 

剤忆対して抵抗性のっよいッル類Q急激な翁知が鬻!しく,これによる透林木の彼岩が発生し 

て4•、リその対策がつ上く望％れている。しかるに,ッル類の生畏,響殖再生など基本的な生 

態が明らか【てされていないため,ifi確な防除法力唆立されていない。

このため太遊に治、けるッル帰の分布と生態を明らかにするとともに,造排木にたいする被 

害の実態を究明し,遭確なッル切り等の時搦および薬剤防除等,合理的なッル防除方法を究 

明する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1. ッル類繁茂!酬:おけるッルの分類と造林樹律別被害実琼Q2 3の渕送から,木本性のッ 

ル類の被害分類は,造林木にあたえるッルQ生長特性と妙客の形懇から,十マブドウのよ 

うに核害が主に被通化よるものと,ッルウメモドキ,コクワ警のように幹の綺めつけに上 

るものとに分類する必耍かあることが恐められた。

2. 下刈終了後の造林泡内のッル。生態と造林木忙あたえる秋害の推移との関係を明らかに 

するため苫小牧煮林蜀管内トドマツ造林地に固定秘地を設け,適充をや、こなった。

3. 薬剤によるッルの龄をらび作切おによる再生,回麹カの;瓏を由老営林暑笞内力ラマ 

ツ林で実施したI
4. 昭和4 6年度の試験計画

1. 造林i木(トドマツ,カラマツノに対する被害実後の把握

2. 下刈終了後の造林地(トドマツ・カラマツ)内の:ソル矩の生態と核害の推移を魅続泗咨 

する。

3. 架剤にXる駆除方法の读时を白老営林辨哲内カラマツ林で引烷ぎむこな爲

.4.ヤマブドウの生懸及ぴ荼剤処迫時期等を解明ナるため,十マブドウの増殖をおこなう。
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21.下刈りの合理化

1.試験扣•当者

赤沼試験地主任 山路木富男ほか

2•試験目的
現在,わ力嶼における瞬界は労力不足力耐也となっている。まして林業［ておいては,都 

市の商工業に労働力をとられ,労力不足は一段と衆・刻さを憎している。一方敬林作業のあか 

で泾も労働力を要するのは,下刈り作業で;ちり,その街カ化がさけばれ,合迎的な下刈り技 

術の改良開発が必要となり,このた均告力遣林という見地から除费剤を含めた下刈りの令理 

化について充明する。

3. 昭和4 5年度の縫過とえられた結果

1. 下刈方法のちがいと植栽木の生長

前年に引続在,林床植生と植栽木とのあいだにおける生長娶却:ついて,2冬目の館合 

関保を溯査した結果,水分条件については明らかで表かったが,光嗟分条件は棟栽木にと 

って典剤処理わよび年3回手刈りした区が有利であり,生長もX く林地除草剤の使用効果 

に大いに期待できる見通しがついた〇

2. 林床植生のちがいにXる土題囊分の変イ匕

渝淞kの下刈り發草剤を用いることにより,林床植生の稽知を単料!化することが可・能と 

なった。そこで隼純化された植生の爐いが±?会窖如C ・ど© X >な杉摊奮なよぽすか経年 

変化を目的で験般区の欢を完了し,相生の生長状廁とNす.分の吸収• E元・固定或を］'! 

sした粘果,唆収询！広葉革本小策大で,つき・か木本であった。斗ス題生と±?立妾分のほ 

係桂まだみられなかった。

4. 昭和4 6年度の試験計画

1. 前年问嵌処理を実施し,3年目にむける植生状密と光•奕分・水分条件のや吏および植 

栽木の生長潤査を行なう。

2. 糟生の生長・状領•Nの吸収関係« 土琪のN勢分の変化筈を詡をする。
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22.空中写真による森林の多目的利用に関する調査

1(試験担当者
本察w首部慌測研究室長 中岛 あほか

2•試賊目的
フォールスカラー写與,長焦点カメラ等の空中写其の新技衔ならびに情粉解折手法等の新 

技術を十分に活用し林分の材積,成長,枯損,更飾等の現況と推移を効隼的に把歩する方法 

を明らかにし,木材生産,国土保全,社会更生等の森林設能を総合的に明発しう.ろ土挺刑用 

区分,作吳計阚锂法立案を目的とする調毛去を险する°

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

空中う直を利用した•洩直法の商究によって,森林の枠造や生産材のだ,成灰,枯損筈の現 

況を写直費個によって効率的に求める方法が明らかとなった,唆た,これを地上調査と祐合 

せしめる数債写真図の手法も辭決されていろので,今後れこれらの成果を応用目的Iて足じて 

適用しうる段階である。

左お4 6年産劉資予定のため4 5年53Cおいて北見営林同管内国有林のフォールスカラー 

尊戒影を宛了している。

4. 昭和4 6年度の試験計画

北海洵匕見物大同壮内天然林(北見,網走可県区)における

1. 林祁,枯拙,生長延の予測數備表の作成

2. 散値写真回利用Kよる林分推定と現址孫認

3. 更新決慾の把提を呂的とする現抱劉査

4. 写狀要因による更新英件の区分解析

5. これらを総合した土地利用区分の作成

なお引をつづせ渕死研究実招予定の石北韓を中心とする約15.0 0 〇 h aトムラウシ森林 

の推移追跡のための約1,。 U  )> aの撤彤ならWて予備消表をおこなう。

-4〇_

23.国有林経営にむける技術の体系化

1.試鎖担当者
本場 •嫁化郃作業第二研究室長 渡部庄三郎ほか

〃 " 作業第一研究室長 辻 隆道ほか

ク縫営蹄経営研究室 加崎 実

2•試験目的
林套における生産愛成の値别的左技術の発扱進歩はうざすしいものがあるが,これら個々 

技術を体系づけてはじめて総合効架が発探される。従来から,この瑙の研究に欠けているの 

で,跋行的な作莞から械械化または生産合理化の西ぎとなっている杉含がある。現段階に右、 

ける個別技術の進展惰況と社会恍勢の:兼ね合いを見ながら甜状に即底した省力技街休系を求 

め,併せて祉理蜒の所究が急務である。このため最終生逢数嫌を目途にかさ,林袤生産と 

しての専門的に分化された基礎ないし個別技術を相互関連の立炳からみて,株木生産:として 

の矯合的効果を発揮できる手法の碓立をはかる。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

伐採から再ぴ成林する!での林木生窿過程に朴ける跡I农術をネツトワークにして各工程 

間の労任;懲:差別の表わし方,おにぴ民筆・林と国有林との生聞列を組立てた。投下労働蟻は 

伐出,育林とも国有林が民有林に比し少たいが,鈴降饮では高くなっている。

各作業の養性と功程の推定牝は数愷化手法にXる湖!がー佑活用できる以通しができた〇 

sた年間の作英悅臓と人员配般糾両についての比例務法»無材槻大きさ別費用関数等エ 

暮粗立ての必要資料を作成した〇

4. 昭和4 6年度の試験計画

伐出関係!笠あっては,剛規模,環境条件4て応じた伐出方法の選択,育林閃保にちっては 

都分工程を作業仕坦みの中にセット的K兼定でさる方法に冽し進的ていく。
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2么造林事業に歩ける技術選択と投資配分の最適化

1.試験掐当者

本3媛営部経営第一科長 大 内 晃ほか

北海道支坡経営那経営研究室斐 真 辺 昭ほか

束北支臬囈営部経営研究室 小 坂淳 —ほか

国西支堤育林部経管聊究生孩 久 田喜 二罹か

四国支研窕室長 都 築和 夫授か

九州支M育林那長 細 井 守ほか

2. 試駿§的

旧来,育林技術の選択は,個另裝街の詩価に4Iとづいておこなわれ,林木の全戒:長期間を 

とむして 径肯全体の找点から君こなわれていたとはいいがたい.この点を改善するために 

は,多故の情報の収集とそれの体系的な分析を必妥とする。すなおち ①立地条件を異にし 

た各々の林分について,その生淺庶力をたかめるための技術的可盹性を詳部忙號査し,②そ 

れぞれの経濟効果を客蝴忙詳価したうえで ③当核経営網必えられた諸做•(労渤,資水, 

土地>カ:盘大の効果を生みだすように技術をえらび,投聚混画をたてなければならない。本 

研究はかかる技術選択ないし投資決定の茹礎的手法を建立し,あわせて個初暗林技徳の投入 

理出限保の避報を系統的に恭理し,摂供しよ:)とするものである。なお•本研究には全支史が 

参加しており,各聞の研究成衆を相互に比敏すること(てよって技術迎択にむける地城的时 

性をも究明することにしたい。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1. 造林車案計询を1つのシステムとしてとらえ,計面モデルの定式イ匕なはかった,

2. 上尼のシステムをベ-スにして本歩お・よぴ各支珥がそれぞれの抱域を代我する営林野を 

えらび育林技術にかんする詳徊な洲査と分析をなこなった,

3. 前項の基礎褊査をもとに各地技の実岡てあった計顼モデルを作成し,一部ではコンピュ 

•・夕ーによるモデルの操作と吳混无の立案まで進ん芯

4. 技術逸択のうえでとくに検討を液する項目について吐,本握と各支埒が特定のラーマを 

分担して研究をすすめつつある〇

4. 昭和4 6年度の経過とえられた結果

1. 前年度の基碇伊査にひきつづき,本町と咨支塀で3強モデルの作成,操作,叶面の立案 

をおこなう。

2. 低別課題としては,(イ)計画モデルの改善,冋収瑛予測法の検时H継幼琳の定 

近的把握を中心に,研究をすすめ,その成果在前项の計画モデル;てとり入れろ。

3. 侷在対象営林署岐4 5年度とだいたい同じだが,新城磐と生促P3野を新しく加える。

本切・爵馬局中之条,名古屋局新城,北海^支-札幌局定山渓,東北支一秋田局能代, 

间局生保內,俠丙支一大阪同山崎,四国支一高知局高知,九州支・•熊木局菊地
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2 5.造林用小型クローラタイブトラクターとその作業装應

1.試験担当者 ^

本場機械化部桜械科長 山階 三平 任か

2•試験目的
緩国斜林地忆中～大形トラクタを誓入して砌作業の樓械化を推進する一方,中〜急倒斜 

林地K陰小形トラクタを導入して造林作榮の機城化を推進するという,噂化方策が考えられ 

瓦

この新究は,これら背景をもとに,中～急物林地に導入しうる自IRIton ’前投の小形 

クDーラトラクタおよぴ问付,睇作亲装置を開発溟作し,これによって従来不可施とされた急 

傾斜林趣の小形項両および同付属装厦を利用した选林作業の按械化をnrsg・らしめようとす 

るものである。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

5〜7 tonクラスの林免用トラクタでは金坂がむずかしくなる〇 28 0以上の急街斜林地 

において,陶段造林用狭巾階段の作設を可能ならしめる造林用小形クローラトラクタを試作 

し,第1回現站我殴の結果,履切間厕をひろげるとともに短心も低くする,必要を彩め«ただ 

ちに改哀をおこない.本拓急烦用林炮でも実用可龍な自亜約1ton Q油圧・窮勃形ミニバック 

ホウの本邦斑初の試作を完了した。

さらに衣粉寸属油・圧式ブースオーガ時•1ぴ油圧式ブッシュカッタの試作を右"こをい,これら 

各垠の実際林地における動力性egの醐定お"び無析をお、こない,その槌械性祖iを明片ならし 

めることができ・

4. 昭師4 6年度の試験苗画

前年变試作せる油圧式了一スオーガおよびブ ッシュカッタ等について,その改良試作を 

燃梗する。

・た,トラクタ付属地ごしらえ兼下刈り用作業掇として試作せる改良形n一夕ペ一夕につい 

て,灾際林i也における動力性能お、!び作業性能の瀏定淇験を実施し,その性双絹枝肘をくわ 

え,下木植生の状況か芨負荷とをるような悪条件下での地ごしらえに対する艮質な名カ扱械 

化の灾現を可能ならしめようとするものであるQこれ・によって,造林作業の大形撥阕漩役 

立つ基诡ならぴに充用汽科を獲得できるものである。
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26.林業用機械の性能試験

(小形可接式機械の性能)

1.試験担当者
本农按械化部機械第二研究室長 小沼 預一ほか

2•試跡目的
林後の生産性の向上を担った我が国山血林地帯のきびしい条件のもとて’も使えるところの 

小杉可來式機射は,年々その性茄向上をみとめることができるが,労働人口の滅少という社 

会情勢此対処するため忙なおー帝の向上をはからなければ左らない。

このため小形可锻式梭域,すなわちチェーソソー,刈払扱,植穴機等 の勤カ性胳てついて 

計測分析をおこない,これらの基礎データにもとづいて改善,開発のための指針を手褂し, 

実際に実行することがこの研究の目的である。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1. 各龄械の性能試赖を実施した〇

2, 沸うん磁の劾力を利用して駆動する簡易集材娑底を试作した〇

4. 昭和4 6年度の試琰計画

1. 立木をどの険罟物の存在する林内に歩いても,果材を可花とする集材用付坂楼械を試作 

し,前年度に試作した簡易染材装理とともに,クランドリート選たはハイりード方式の索 

張りを応用した储易集材作業だ使用し,種:々の条件下忆お、ける翎を沛淀して,有効な筒 

易茱材装殴の開発ならびに新しい億易集材法の応立に必耍な資料を待る。

2. 各晚8村の性能以駁を灾施する。
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林業用機械の性能試験

(林栗用銅鄴颓疲秀ならぴに集材機付歩婪階むよび涵の性能)

1.試駿担当者
本埸檢按化都核核第一研究室長 上田 灾ほか

2•試験目的
わが国の林業!てお、ける験索の消費:!Sは年間約2 〇億円であり,木材の生茂コストの中で 

力/リの比重を占めている。林業用として使用すろ場合の銷索の耐久性,信頼世,鋼索の 

技類(悟;造,抗張力など)の選択の基準,鏡索の検查法たどに関する明芯な資料はほとん 

ど無いのが現状である。

このため銅索のくり返し由Iげ疫労我賤を林業における使用灸件にあわせて行い,«© 

百j技労性を求める。その桔果をもとに ①錯索の使用限界を羽らか花し,②使用条件は母 

も透会した鋼索の種類と技造を客梗的雑決定することを可能とするための基準を確立する 

とといて,③駐坡労性のすぐれた銅素を使用前に予測するための品貧検査の方法を検討寸 

る。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

<り返し曲げ・疲労離樓により録の険労性は群成にかたり影容を受けることがわか 

ったcすなわち主凍についてはJ I Sタイブの1甘品より異形貌<3 -フ・くサンロープ,ス 

ラフa -ブ等>の方が優れている。作業黑はこれに反して羿澎织口 -プは同径の丸銀タイ 

プのものに比べて劣る。嗖た素恐が绶労のため逐次断歸していく状態を捋成別に比みる 

と,6xW,6xS,6xFiは校出型に權し,1〇9伽線の昭期を推定するのが困賤で 

あるのに対し,6X19E&溉型であるため1U %断絲の時期を推定するのが前者より容 

易である。したがって安全镣琮のうえからみると6 XI9の方が俊る。

4. 昭和4 6年度の艾験計画

1.疲労特性に関する試麒

小角度曲げ絞労試璐機(主索)なよびS曲げ疫労試殿梃(索)を使用して,下記 

のごとさ褒労蹈を行たう。・

源条件を2通りとし,羯索が切断するまでの往復回数を6段陥に分け,各往復回数 

に訓った錦索の引張獄談を行左う。(サンプル敌5>
なわ主索てついては 37,巽型線”ーブ,作業気についてd 6 x19 , 6 x F i K 

ついて行なう。

2.国有林に:ひける綱索の展乘此関する剥査

国有林で廃奏処分され・た鋼索の使用履歴ならぴに残留強度,残留エネルギー筈を詞充 

検討し,疲労試籁との対比を行なう。



2 7•林業機械の振動騒音

1.試験担当者
本場機械化郤拨械科長 山 原三平 ほか

〃 〇 作業第一研究室長 辻 隆 适 ほか

2試験目的

林業労働力不足をなぎな?ための林業松柱の公害的を間題としてとりあげられているテェ 

ンソー,刈り払い段,植え穴据り松の振動•密音の•擬策について,各種の検討をくわえ, 

とりわけ,考案改且•された各樵Q比就検討を歩こ左い,侵良機械の明臆及をはかることに 

より,この蒲Q社会的公害の解決に貢袱せしめるものである。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。作業科

当場で考案した猿自の林業掇拐襄動測定法は,国内のメ ーカーのみならザ海外メーカー 

5ておいても採用されている方法であって,FAO/I L0シンボジウ厶にも他吿済のもの 

である。林歸庁のつよい要請のもと忆林吳灿垠が実施している林業微女投©測定検査は 

すでに百数十检桶約5千回忙およぴ,この够閥にわたる一貫した測定検盜の您勢は,内 

外の注目をあつめているものである。

これらの溺硬果を比・：1検討,期析をくわえて.防损のみなら湖咅対策に拒睇衆針を 

与えてきているのみ左らず,さらに防象理陰の畏立をはかるための基邮諭.も実施し,と 

くにソーチェーンが発生する报動お!び防振ハンドルの共拡曲嗥左どの炀をおこない. 

基礎資料の蓄秋をはかりつつある。

。機械科

4 5年度は国有林,民有林におけるチェ-ンンー使用の技払・業の斐理濕S?時間を少な 

くする作業仕組,とく ｛てチェーソソーと斧の併用による方法に埃肘を加え,立木の大きさ 

に岡速させた斧使用の限界を网らかにし,振動黎确間減少の可能性を見出した»「林美 

桜械の振動爆音の防止,とくにチェーソソ一と斧による枝払い比較」として報告律をとり 

まとめ,林野庁損砌fi害対策委貝会に捉出し心

集材极〇振付状態と扳鄒てついて奨査を行ない,捻鄭H呂の許容限界の敏点から険肘し, 

とりまとめ中である。

また,トラククについて$振舫Q予備倒连を突柿した〇

4. 昭和4 6年度の試験計画

〇作業科

1. チェーンソー使用の2時圆規則と抵動呆球間の変化

2. ナエーンソーと斧使用の作業仕組の追跡粉廃
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3.禁材掛,トラクタ運転手の做獎磨時間と各却条件との関違性

6戈械科

ひきつづき,ソ-チェーンの発生する振動と切削性能との相父明係に検时をくわえる様 

か,新形エッジンを装浴した防抿防音チェーソソーの佛発をはかる。また,防做音刈払・ 

程,囘植穴掘擾の開発にもっとめる。

また,録からの依頼による各談新渝振极猿の公正をる比淘定試鏡をひきつづき実 

払し,日進月歩で改良されている灾樓の把握につとめる。



2 8•林業労働安全

1.試験担当者

本場！S械化部作業第一溺究室長 辻 隆治傑か

2•試験目的

林業此おける労働災名は日附に多く ,現Wておいては,その対策を也々と行左っているが, 

短期罔に免決するものでもなく ,咬た合理化,樓械化によラて労物内容も制匕しておる現法 

に対処ナるた?.火災岩原因の分析及ぴ環境の枷等列切と前後とを密器させた絲合対策カ却 

まれる。

このため祥笑労徐の災書防止に対する基砧崇料を徊る。

3. 昭和4 5年度・の経過とえられた結果

安全営理体制,安全教資粗栈における小集団セット,中氛団C専業所>の人荷炉孫の実强 

把捉と災客紀生者の性格,欲求,モラールの调査を行なったが,これらの应係を追求する卻 

姦項目の因子にかたよりが認められた〇

従って,これらの問の関述因子の追求と調査手法の碇立を図る必・耍が魏された間！坦である。

4. 昭和4 6年废の試験計画

従来の災害分析因子に欠けている災告にかかわる瓊境条件,作范者の主体的条件とを紡び 

つけた災害分析手法を解明する。
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2 9•林道阑段のための表膚構造

1.試験担当者
本塚土じょう部比質町冗笙長 木立正易はか

〇樵械喪淋嚇究室長 福田光正ほか

2試験目的

林道の作股施工は没計された予定路總の道路敷を中心とした内外周辺地の表/?徳質条件に 

大さくま:配される。従って,この条件のうち,当面特に林道蚊と蔻接阁保のある問題点を 

とりあげ,物理探を法を主に段階を追って土質工学的に関を诺究をすすわ,具体的には,土 

岩質の程度を飲値化し,導入槌披の施工雑易や土木材•榔用の適否,さらに对象とをる比:質 

構造に見合った作設工法の決定等これが阅遮づけを時こな％

3. 昭和4 5年度の綫渦とえられた結果

。土じょう都

山地斜面の表田地質,帯水府,風化帯斑每を明らかにし,林道旧設の会理的股針な］ 

ぴ・工法の検討をなこ左った〇第三系の黑色貢岩層では没いところ虻堆•下汰誓が形成されや 

すく表構滑落が朴こりやすく,俺紋枷&带では表暦物SUてよる削貌がおこるところが多い。 

安山岩地辭は倒化帝も地下水膺も明い。花期岩地帯は上段林适の聞役が妥当でちることが 

わかった。

。機械化部

初年之は,携帝用シンクロスコープSS- 420。を現地忙郡入し,それJ:り•!え数年, 

野外でもつばら計硼こ用いていたP波2成分用サイズモカウンタの速度時岡て.!:るー淺的 

な値を2駐段那我Mで禅ったが,さらに技ち為った原石の一部より岩:5江料を作り,バル 

ス発生楸,授・◎子,裁料支持台,皆殊シンクロスコープM S - 510 3 B ?iどーブ〇超音 

波做!套跖てよる嵐内予備実験を加え,岩の您々やその状.®てよる弹皤公裕波形の差異 

起撰時の瀨て討・する敦^の波の媒質Rよる減衰を波妓振福,振動数との號連にぢいてし 

らべ時栖俄の挡付けとして老察したが,実歐を戦間Cのせる咬でには至らなカ、った〇

4. 昭和4 6年度の就鼠針画

。土じょう部

九州と束北垣方のシラス他带Kおいて定気比認掘;定片を用いて表刷骨造の殮をなこ 

ない ,かつこの地帝にふ、ける合瑰的な林幽館のありかたを辯析する。

〇楼械佃

室内実はの充実をはかり弾性波による岩質解明の期雲t料をえて,走琏咨析の精废を向 

上させる。また林位痢エ用岩石分類我の作依も街・画している。

コンパクト形簡熟渺器を体の使用限界,哦装籍や受信計の特性それらをっなぐコード 

の種次田よろ得失もわかって倉たので,そ-の改良開発も手近な験として考えられる。
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3 〇•電子計算機による土木事榮の設計数量計算手法

(林道事業の電子計算機導入手法>

1.試験担当者
本場敬械化部林道奈究室委 拠 田光 正 ほか

2試數目的

近年諸技術の關発,革新が急速にわこなわれ,業務は岐す岐す増大し多面化されている反 

面,これにたずさわる技術者は減少,不足し,これを前う方策として菊務を合理的かつ溜速 

に処善ナる体倒!純の必要性力幽禁されて玄た。従って帳子阳?按を中心とした林道甲熟て 

お'ける'叶面,設計,施工,折坦全段の渤体制へと現体制を再猝成ナることが考えられ,こ 

れに関する導入方法を究明する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果 、

初年既は徳子称栏［て囲する叶節手法の翌熟と林道 «に利用可能な既成

プコグラムの澗奁,整纳にあたったが,4 5年度は林道波^手法のZ！:夫として楠?勾配の 

決定と 日没小マスカーブ計算の避正解を与える電算プuグラムを作成した,林道(作業遂) 

の作設爆位昆関する理整の検討で切,衍節手法を・利用した通退点決定のー解法をえて,その 

プコグラムを作った〇

4. 昭和4 5年度の航警横!5

本年度は,「林道踰应おける自動化」と「林泌(作孩道>の効果的な開殴」について個 

算処型の手法を執討する。すなわち,前老では,平而,網楚断面む!ぴ数燈顷を包括した 

7の林道没洲図書のプログラム化と,その実用化知設,さらに自螭回を針統している。 

後者では,地形魚件により伐木迎材の作業的広がりか暇睫され,路網配置もそのをかで展開 

せざるをえぬことから,これらをバターンとして捕え,費用母小^接近法で冠正6己砍をみい 

だすことを考えている。

-5〇・

31.材積および生長信測定の基礎調査

c林分生長世の推定と予測方法>

1.試験担当者
本竭’経営部径営第二科^ 西沢正久ほか

2•試験目的
林分の生長:翩［陡に圉する研究は固定標率内の林木の実生長耘のデ-タを用いて各生長廿 

の分布を研究し,既往の各秘林分生狼遂の推定法を検討し,燉遭な生長址予測法を見出すこ 

と,および固定搽嘅内の位膜図をもとにして単木の生長と周囲密度の関係を分析し,シミ 

ュレー・ンヨンズよる収樓予想の基礎方程式在見出す。

3. 昭和4 5年瘦の経過とえられた結果

1>長野法林局王滝営林密慨内1てヒノキ人工林の因定試段地を昭和2 5年に股定し,5年ご 

と忙5回の測定を行っね

2 )長貯営林局上松営林岩皆内にヒノキ天然林の困定您地を昭和31年から3 5年までに 

明数フPックづつ5年目ごとに凋定できるよう分割して股定し,第3回目の測定を全部 

設了しな

3 )長勢営林局上田営林锅内に,カラマツ人工林の固定試験地を昭和3 2年に設定し,5 

年ごとに3回測定金行った〇

4 )北見営林局留辺;皤林垠傍内にエゾ・トド天然林の固定試験地を昭和3 2年に設定し,

5年ごとほ3回の測定を行なった〇

5)前橋惜林局前馬営林者管内にスギ人工林の固定試験地を昭和3 4年に殺定し,5年ごと 

に本調査を,その中間に中間調査を入れて全部で5回の測定を行左った。なお,この剛 

地は,立木位破図もとった〇以上の豫地から短期的!て把握した資料によって林分榕造の 

変化亿える林分生長・鼓の推定法を導いてい瓦 また林分のシミュレ-ションモデルによる 

回却分析を行なう。

4. 昭和4 6年度の試験計画

1. 艮野営林咼上松営林將管内のヒノキ天然林の8ブロック(てついて第4回目の廁定を行な 

爲

2. 上記資料の整理を行なうととも忙,立木位催図をもとに.単木の直径生加と罔囲密度 

の囲係を分析する。

3. 雌陽別格分布の連合度検定による財算法の箭易化を検討する。

4. 林分のシミュレ-ションモデルによる回帰分析の結果に!り収極予想の基礎を与える。
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材積および生長最測定の基礎調査
(写真材積表の作成)

1.試験担当者
本坯縫営部航浅府究室長 中島 &ほか

2試験目的

赫計両立案のために国有林において探影されている統空写真を利用し,忱既,その他の 

湘を强実にとらえる詞在法と業務上への応用方法の迅速なケ明力谄かれている。このため 

全国,国有林,民有林で作成されている判統資料与真より,林分雌推定のための:オ飛表作 

成わ上ぴその利用の基準を作成し,今後にむける空中写真を利用した砌第査の糟変の向上 

と能率｛匕を計る〇

3. 昭和4 5年既の段過とえられた結果

參曄地の選定および林分の写真測定法を痼究するため東京常林局,前橋営林局特内に令級 

別スギ標準姓を没定し姑上値なXび写真制定値を解析し,令級,地位,脚涌,疎密巳ま 

た面積地形等の相異が溯定偵に好上ぼす影％,写真測定婴因と林分材伸,生長建との困連を 

検时した〇 .

!た国有林代:会いて作製したステレオダラムを用いて写爽材技表作成法を検消し,多変堂 

解析手法を丹いた「空中写兵材秘表作成要領……林野庁計画課Jを取り噴とめた〇

4. 路和4 6年度の試妙計画

スギ林分における勰綢在を継統すると共性,国有林業務として灾施する写製オ裁表渕整 

の実施細目を咨立し抢方別材”表の3整を実施する。

これら試院硏究への大縮写真,赤外カラ-写真,機械初旋法の咨入を計る予定である。
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32.国有林土壤調査
<国有林土整詞査>

1.試験担当者
本場土じょう部長 橋 本 与 良 ほか

北海道支擄造林部土じょう酣究室長 原 田 洸 ほか

束北支投存林部長 LU 谷 孝 一 役か

四国支場荷林部土じょう研究室長 河 QJ 弘 ほか

関西支J浦林部土じょう疥究宝長 佐 廖 俊 ほか

九州支耕育林部土じょう研究室長 期 孝 介 ほか

2試験目的

国有林土?决拓強串業の推進むXびその技術向上をはかろこと。また土如罚ま或衆Q多角的 

利用を屛るために沮査成果の地域的ならぴに全国的とりまとめ方法を検討する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1. 現址指導ならびに剧議

北湖五局,秋田,東京,前极,名古屋,赧本の各局について重点的に実あした。

2. 報告密の宿査お、Xぴ土ん:应j印刷の指母

報吿答の寒弦児14皇業区を終了しね また各営林局で行なう土’］姻印刷業務の図式の 

調整等技^的瓶与を行れつち

3(分折

低山苗祐色春林土,亜馮山帯土痕,亜熱希土侦約2 5 0点の化学分析を行あった。

4. 縫材霧別,

上記決料のうち代表断面就聞5 〇点につ惑一次,二次敘物紐成の検对を行なった。

5. 断而図集(皿>準缶

亜熱帯土後外41断而の写真掠彩を行左った。

6. 中,小縮尺土0図縮維の検的

既往成果を用い1/5万,1/2 〇万土口図の舗分的作成を行ない,各スケールに這仑 

するリージェントの検討を加えた。

7. 表旧グライイ吐0,湿性ポドゾル

特性,生成条件忆ついて検討を加えた〇

4. 昭和4 6年度の試燃計画

1.現均指導ならびに蜘

北海道5局,前橋»名古屋,熊本各肘については重点的に巒統実施ナ・る。他局について 

は,成果とりまとめ,立地彼・生産力調査等忆関する指ぷを行なう。
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2.報告書の骞查は2 〇〜2 5年業区分突施予定

3 , 4.分析,母材褒別は前年度未了分およびちらたに約1〇 0点について央捻予定

5. 断面図集<皿)傘側

5〜I〇断面の龔:象,標傘断面の符性と分析的に解明し,印剧用 rao作成にとりかか 

る〇

6. 中,小縮尺土頃図網寒の挨时

(1) 1/2 〇 〇万全国土塞図の試作を行な5〇

(2) 1/2 〇万地域土域の試作を行宏う。

7. 物土敏の做

⑴ 表層クライ化土!a,混性ボドゾルの聘性鮮明,については継続実念する。

(2)廚赤色土ユの特性摒明,抑区分の検討を開始すろ。
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国有林土壤調査 ^

(特殊土壊の分須)

1. 試験担当者
本掠土じょう部土じょう御査科土じょう第一祈究室長 松井 光希

2. 試跄目的

国有林土密w成〇結果,ブナ帯にお、いて極めて造林成績の:悪いポドゾル土壊のるることが 

照らかにな!),その土炬の成因に不明の点が多いので,その生成装因を明らかにして,対策 

を見出すと同時に分街上の位俄づけを行なう必要が生じた.

これらの背景のもとに,土蟻の母材,地形,気齢件など生成因子の特徽を明らかにする。そ 

そのためには,分布程性と,土垓の現代学性の検討を行なう。とくに水分瓊貌に大きな特徴 

がちると考えられるので,その面からの追究が中心となる。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1. 湿性ポドゾルは標巡的なポドゾルと次公点で相选があり生成安®を異にすることを砥か

均わ

a)粘土斂物の席別分物

b )腐砌灯よぴフルボ酸の層別分布 ,

c ) 2価鉄展別分布
2. 2 3欧が表附都に多く,聚居からの超元花农が祕められた。

3. 還元現钦は铁理砚性ポト・ゾルと腐植堕湿性ポト・ゾルとは差のちることが解った〇

4. 昭和4 6年應の試験計両

1. 表砂還元が熙る掠作を知るために,现地土原iてついて2価鉄の任時变(匕を幡する。

2. この土:液と近縁な飼保にある多慎槌确色の福色書林土との柚演の对比全行なう。

3モデル・実は忙X原典暦還元現凝の追跡
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3 3.散布緑化工法による木本植物導入法

1.試展担当者

本堆防災部治山第二研究室長 岩 川 笄 夫 ほか

東北支农経営集四帝究室長 村 井 宏 ほか

前西支場防災硏究室 小 林 忠 一 ぼか

2. 試験目的

現在行なわれつつあるヘリコブターなどによる散布緑イ口Zでは,緑祓档成が岑定の華本却 

にかたまり,治山効架のかたい木木植物の成立がよく制されて問履とせる。このため侵佐防 

止効果のかたい縫被をすみやかに形成するとともに治山本来のねらいである木本杭物の成立 

を,早期花街カ的に達成する方法を研究ナる。

3. 昭和4 5年麼の経過とえられた結果

本塚

1. 長好営林局中川治山事業所甫内(凍上:花宝岩地带 ) に次獄地を選定して概況彪§を行な 

い,垢内何!かでは,描積内容別,土湖跋どによる招®実筋を行なって蠣的に検討した 

(44年度)。

2. 中Jllfe山M顷所街内に性瘁の生育特性区分別,混插削合,福玲・などをかえた試院工を 

施工し,初年目の詛吏を行左った,初期生育の速い木本梱物は,混播剳合をか丸ること;て 

よって“;i本との兢会にたえて生育すること力けかかわれる(45年匿)。

3.立地条件のことなる丹沢治山不楽所管内 < 凉上第四紀層他苗(表靖>”てあらたに弑演 

予定地を迅定した(4 6年既に試額工旋エ)。

〇灾北支歩

1•現址試殷
立地条件の異なった3個所の国有林海?抱に懿堆を昭印4 5年度に設定し,主として 

携带用吹付携を用い,木本と革本の混合書恰や地報え処若!を加えて拖工をむこなつ治 題 

被の拡がりと流出土矽始の定期的农交を実施した〇 (岩手栗下皆手,拏石,北上営怵驱皆 

内>

2•画圾試段
支圾枱内の胸,阳ておいて,樹草莎の混合形態や岱郡密変をかえた比較試験をおこなった〇 

。区西支場

初年戒Kおいては阻布我子の発芽將性»榴内平地での死芽ホ、よび生育試S2比良山系での 

現地実態削宣および滋賀県下ならびに広島柴下で第2年医から計画している眺胞!地の 

踏巻迭定を行なう。

1.5SW 性としては,木木と革本尚に発芽集,発芽勢,平均発芽日散にかなりのiftいが
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みられた〇

2l枠内恕で木本華本の預子澹合別合の避いによる発芽生育漩含状懇を国べたが初彼 

ではKS若なきがみられなかった。

3. 現措通在では,木本の成立自然役入が億少であったJ
4. 滋賀衆立石山国有林に玖地弑戒抱を漩しあ

4.昭和4 6年度の試験計画

。本 場

1. 中JI鞄区く凍上花崗岩地帝)に設定した就快エの•経過詞在を行左・爲

2. 丹沢他区(凉上第三,四紀居地带)に試坟工を施工し,初年目聞遇況登を行なう。

〇束北支歩

1. 她試眺
立地条件の罪なった3倨所の国有林荒廃地に剛抢を追加し小梨吹付檢柏を用いて, 

昨年変と同様な滩拖工をおこ左う(岩手県下,岩手,學石,北上営林若值内)〇昨年 

旋の就段抱Iてついては,春季に成績朋査をむこをう。

2. 毗・

昨年度粕工した試芸地の摆続覩察をおこなう。

〇価西支芯

1. 相内での試密を鄭あする。

木本消失おXぴ成長散合牴懇を消査する。

2. 羽地試段拘での木本の生育强過を潸ベる。

3. あらたド広岛栗火好可での木水の混合做号奥｝試依を行な爲
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